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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間の
サービス品質（ＱｏＳ）パラメータマッピングの方法であって、該第１のＲＡＮおよび該
第２のＲＡＮのうちの一方は、非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラに対する総合最大
ビットレート（ＡＭＢＲ）をサポートしておらず、該第１のＲＡＮは、少なくとも１つの
アクセスポイント名（ＡＰＮ）との通信を有し、該方法は、
　該第１のＲＡＮの第１のＡＰＮに関連付けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）
コンテクストの最大ビットレート（ＭＢＲ）に基づいて、ＡＰＮ総合最大ビットレート（
ＡＰＮ－ＡＭＢＲ）を導出することと、
　加入ＵＥ－ＡＭＢＲがユーザ機器（ＵＥ）に対して利用可能になるまで、ローカルＵＥ
総合最大ビットレート（ＵＥ－ＡＭＢＲ）を提供することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲを獲得することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲの最小値と、該ＵＥに関連付けられた全てのアクティブなＡＰＮ
の全てのＡＰＮ－ＡＭＢＲの和とを取ることにより、導出されたＵＥ－ＡＭＢＲを計算す
ることと、
　該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲとを比較することと、
　該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲが、該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと異なる場合に、該導出さ
れたＵＥ－ＡＭＢＲに通知するように、加入サービス品質（ＱｏＳ）修正手順を開始する
ことと
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　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、導出された前記ＡＰＮ－ＡＭＢＲの和に基づく、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、前記ＵＥの内部構成に基づく、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記第１のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍ
ｏｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含み、前
記第２のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒ
ａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）を含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
　前記加入ＱｏＳの修正手順は、加入ＡＰＮ－ＡＭＢＲの第２の通知をさらに提供する、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記通知は、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に提供され、前記第２の通知は、サービングゲー
トウェイおよびパケットデータネットワークゲートウェイに提供される、請求項５に記載
の方法。
【請求項７】
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間の
無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ）接続のための方法であって、該第１のＲＡＮおよび該
第２のＲＡＮのうちの一方は、非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラに対する総合最大
ビットレート（ＡＭＢＲ）をサポートしておらず、該方法は、
　該第１のＲＡＮと通信する各アクセスポイント名（ＡＰＮ）について、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に関連付けられた各個別ＡＰＮのＡＭＢＲに基づいて、該第２のＲＡＮ内の該ＵＥに
関連付けられた各アクティブな非ＧＢＲベアラに対する最大ビットレート（ＭＢＲ）を決
定することを含む、方法。
【請求項８】
　前記第２のＲＡＮ内の各アクティブな非ＧＢＲベアラの最大ビットレート（ＭＢＲ）は
、さらに、各個別ＡＰＮのＡＭＢＲを、該個別ＡＰＮに対する多数のアクティブな非ＧＢ
Ｒベアラによって分割することにより決定されるものとして定義される、請求項７に記載
の方法。
【請求項９】
　前記第１のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ
　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）ネットワークを含み、
前記第２のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃ
ｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏ
ｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含む、請求
項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のＲＡＮが単一のＡＰＮ接続のみをサポートする場合に、前記方法は、
　前記第１のＲＡＮと通信しているＡＰＮのうちのどのＡＰＮが、デフォルトＡＰＮであ
るかを決定することと、
　デフォルトＡＰＮのみを該第２のＲＡＮにマッピングすることと
　をさらに含む、請求項７に記載の方法。
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【請求項１１】
　対話型およびバックグラウンドから成る群より選択されるトラフィッククラスに関連付
けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテクストの前記ＭＢＲは、ＡＰＮ－Ａ
ＭＢＲオペレータ認証に基づいてさらに設定される、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記認証は、進化型パケットシステム（ＥＰＳ）ベアラパラメータＡＰＮ－ＡＭＢＲの
値を超えないようにＭＢＲの和を設定することを含むポリシーに基づく、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間に
サービス品質（ＱｏＳ）パラメータマッピングを提供するデバイスであって、該第１のＲ
ＡＮおよび該第２のＲＡＮのうちの一方は、非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラに対
する総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）をサポートしておらず、該第１のＲＡＮは、少な
くとも１つのアクセスポイント名（ＡＰＮ）との通信を有し、該デバイスは、
　１つ以上の構成要素を備え、該１つ以上の構成要素は、
　該第１のＲＡＮの第１のＡＰＮに関連付けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）
コンテクストの最大ビットレート（ＭＢＲ）に基づいて、ＡＰＮ総合最大ビットレート（
ＡＰＮ－ＡＭＢＲ）を導出することと、
　加入ＵＥ－ＡＭＢＲがユーザ機器（ＵＥ）に対して利用可能になるまで、ローカルＵＥ
総合最大ビットレート（ＵＥ－ＡＭＢＲ）を提供することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲを獲得することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲの最小値と、該ＵＥに関連付けられた全てのアクティブなＡＰＮ
の全てのＡＰＮ－ＡＭＢＲの和とを取ることにより、導出されたＵＥ－ＡＭＢＲを計算す
ることと、
　該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲとを比較することと、
　該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲが、該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと異なる場合に、該導出さ
れたＵＥ－ＡＭＢＲに通知するように、加入サービス品質（ＱｏＳ）修正手順を開始する
ことと
　を行うように構成される、デバイス。
【請求項１４】
　前記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、導出された前記ＡＰＮ－ＡＭＢＲの和に基づく、請求
項１３に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、前記ＵＥの内部構成に基づく、請求項１３に記載のデ
バイス。
【請求項１６】
　前記第１のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍ
ｏｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含み、前
記第２のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒ
ａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）を含む、請求項１３に記載
のデバイス。
【請求項１７】
　前記加入ＱｏＳ修正手順はさらに、加入ＡＰＮ－ＡＭＢＲの第２の通知を提供する、請
求項１３に記載のデバイス。
【請求項１８】
　前記通知は、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に提供され、前記第２の通知は、サービングゲー
トウェイおよびパケットデータネットワークゲートウェイに提供される、請求項１７に記
載のデバイス。
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【請求項１９】
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間の
無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ）接続のためのデバイスであって、該第１のＲＡＮおよ
び該第２のＲＡＮのうちの一方は、非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラに対する総合
最大ビットレート（ＡＭＢＲ）をサポートしておらず、該デバイスは、
　該第１のＲＡＮと通信する各アクセスポイント名（ＡＰＮ）について、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に関連付けられた各個別ＡＰＮの総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）に基づいて、該
第２のＲＡＮ内の該ＵＥに関連付けられた各アクティブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ
）ベアラに対する最大ビットレート（ＭＢＲ）を決定するように構成される、１つ以上の
構成要素を備える、デバイス。
【請求項２０】
　前記第２のＲＡＮ内の各アクティブな非ＧＢＲベアラの最大ビットレート（ＭＢＲ）は
さらに、各個別ＡＰＮのＡＭＢＲを、前記個別ＡＰＮに対する多数のアクティブな非ＧＢ
Ｒベアラによって分割することにより決定されるものとして定義される、請求項１９に記
載のデバイス。
【請求項２１】
　前記第１のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ
　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）ネットワークを含み、
前記第２のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃ
ｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏ
ｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含む、請求
項１９に記載のデバイス。
【請求項２２】
　前記第２のＲＡＮが単一のＡＰＮ接続のみをサポートする場合に、前記デバイスは、
　前記第１のＲＡＮと通信しているＡＰＮのうちのどのＡＰＮが、デフォルトＡＰＮであ
るかを決定することと、
　該デフォルトＡＰＮのみを該第２のＲＡＮにマッピングすることと
　を行うようにさらに構成される、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２３】
　対話型およびバックグラウンドから成る群より選択されるトラフィッククラスに関連付
けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテクストの前記ＭＢＲは、ＡＰＮ－Ａ
ＭＢＲオペレータ認証に基づいてさらに設定される、請求項１９に記載のデバイス。
【請求項２４】
　前記認証は、進化型パケットシステム（ＥＰＳ）ベアラパラメータＡＰＮ－ＡＭＢＲの
値を超えないようにＭＢＲの和を設定するステップを含む、ポリシーに基づく、請求項２
３に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本明細書で使用される場合、「ユーザエージェント」および「ＵＡ」という用語は、電
気無線通信能力を有する、携帯電話、携帯情報端末、手持ち式またはラップトップコンピ
ュータ、および類似のデバイス等の携帯デバイスを指すことができる。そのようなＵＡは
、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）アプリケーション、汎用加入者識別モジュール（ＵＳ
ＩＭ）アプリケーション、可撤性ユーザ識別モジュール（Ｒ－ＵＩＭ）アプリケーション
を含む、デバイスおよびその関連汎用集積回路カード（ＵＩＣＣ）から成る場合があり、
またはそのようなカードを伴わないデバイス自体から成る場合がある。「ＵＡ」という用
語は、さらに、固定回線電話、デスクトップコンピュータ、セットトップボックス、また
はネットワークノード等の、類似の機能を有するが、可搬型（ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｂｌ
ｅ）ではないデバイスを指してもよく、従って、ユーザ機器「ＵＥ」と称されてもよい。
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ＵＡがネットワークノードである時、ネットワークノードは、無線デバイスまたは固定回
線デバイス等の別の機能に代わって作用し、無線デバイスまたは固定回線デバイスをシミ
ュレートまたはエミュレートすることができる。例えば、いくつかの無線デバイスについ
て、典型的にはデバイス上に常駐するＩＰ（インターネットプロトコル）マルチメディア
システム（ＩＭＳ）セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）クライアントは、実際にネット
ワーク内に常駐し、最適化されたプロトコルを使用して、デバイスにＳＩＰメッセージ情
報を中継する。言い換えれば、伝統的に無線デバイスによって実行された、いくつかの機
能は、遠隔ＵＡの形態で分布することができ、その場合、遠隔ＵＡは、ネットワーク内の
無線デバイスを表す。「ＵＡ」という用語はまた、ＳＩＰセッションを終結させることが
できる、任意のハードウェアまたはソフトウェア構成要素も指すことができる。
【０００２】
　従来の無線電気通信システムにおいて、基地局内の伝送機器は、セルとして公知の地理
的な領域内全体に、信号を伝送する。技術が進化するにつれ、以前では不可能であったサ
ービスを提供可能な、より高度な機器が導入されるようになった。かかる高度な機器には
、例えば、基地局に代わる拡張ノードＢ（ＥＮＢ）、または従来の無線電気通信システム
における均等の機器よりもさらに高度に進化した他のシステムおよびデバイスが含まれる
場合がある。かかる高度なまたは次世代の機器は、ロングタームエボリューション（ＬＴ
Ｅ）機器と称されてもよく、また、かかる機器を使用するパケットベースのネットワーク
は、進化型パケットシステム（ＥＰＳ）と称することもできる。本明細書で使用される「
アクセスデバイス」という用語は、ＵＡに、電気無線通信システム内の他の構成要素への
アクセスを提供可能な、従来の基地局またはＬＴＥ　ＥＮＢ等の任意の構成要素を指す。
【０００３】
　無線ボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）通話では、ＵＡおよびアク
セスデバイスの間でデータを搬送する信号は、周波数、時間、符号化パラメータの特定の
セット、ならびにアクセスデバイスによって指定される可能性がある他の特徴を有するこ
とができる。ＵＡおよび、かかる特徴の特定のセットを有するアクセスデバイスの間の接
続は、リソースと称することができる。アクセスデバイスは、通常、特定の時間において
通信する各ＵＡで、異なるリソースを確立する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　最初に、本開示の１つ以上の実施形態の例証的実装を以下で提供するが、開示されたシ
ステムおよび／または方法は、現在既知であるか、または既存であるかにかかわらず、任
意の数の技法を使用して実装されてもよいことを理解されたい。本開示は、本明細書で例
証および説明される例示的設計および実装を含む、以下で例証される例証的実装、図面、
および技法に決して限定されるべきではないが、均等物の全範囲とともに、添付の請求項
の範囲内で修正されてもよい。
【０００５】
　一実施形態において、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から、第２の無線ア
クセスネットワーク（ＲＡＮ）への、無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ）のハンドオーバ
の接続を促進するためのシステムが提供される。システムは、第１の無線アクセスネット
ワーク（ＲＡＮ）と通信する、そのパケットデータネットワークＰＤＮのＡＰＮであって
もよい、各アクセスポイント名（ＡＰＮ）で、第２の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ
）内の各アクティブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラの最大ビットレート（ＭＢ
Ｒ）が、各個別のアクセスポイント名の（ＡＰＮの）使用される総合最大ビットレート（
ＡＭＢＲ）および、ＰＤＮの個別のアクセスポイント名（ＡＰＮ）のアクティブな非保証
ビットレート（非ＧＢＲ）数に基づいて、決定されるように、設定される構成要素を含む
。
【０００６】
　代替の実施形態では、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２の無線アク
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セスネットワーク（ＲＡＮ）へのハンドオーバの間の、無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ
）接続の方法が提供される。方法は、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と通信
する、そのパケットデータネットワークＰＤＮのＡＰＮであってもよい、各アクセスポイ
ント名（ＡＰＮ）について、各個別のアクセスポイント名の（ＡＰＮの）、使用された総
合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）、およびＰＤＮの個別のアクセスポイント名（ＡＰＮ）
のアクティブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ）数に基づく、第２のＲＡＮ内の各アクテ
ィブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラのための最大ビットレート（ＭＢＲ）の決
定を含む。
【０００７】
　代替の実施形態では、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２の無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ）へのハンドオーバの間の、無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ
）接続の方法が提供される。方法は、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と通信
する各アクセスポイント名（ＡＰＮ）について、第２の無線アクセスネットワーク（ＲＡ
Ｎ）内の各アクセスポイント名（ＡＰＮ）のアクセスポイント名（ＡＰＮ）総合最大ビッ
トレート（ＡＭＢＲ）が、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）内の各アクティブ
な非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラのための、各個別のアクセスポイント名の（Ａ
ＰＮの）最大ビットレート（ＭＢＲ）の和に基づいて、決定される。方法は、さらに、第
１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）内の各アクティブな非保証ビットレート（非Ｇ
ＢＲ）ベアラのための、全てのアクセスポイント名の（ＡＰＮの）最大ビットレートの全
ての和に基づいて決定される、ユーザエージェント（ＵＡ）総合最大ビットレート（ＡＭ
ＢＲ）を含む。
【０００８】
　代替の実施形態では、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２の無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ）への、無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ）ハンドオーバの接
続を促進するためのシステムが提供される。システムは、第１の無線アクセスネットワー
ク（ＲＡＮ）と通信する各アクセスポイント名（ＡＰＮ）について、第２の無線アクセス
ネットワーク（ＲＡＮ）内の各アクセスポイント名（ＡＰＮ）のアクセスポイント名（Ａ
ＰＮ）総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）が、第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ
）内の各アクティブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラのための、各個別のアクセ
スポイント名の（ＡＰＮの）最大ビットレート（ＭＢＲ）の和に基づいて決定され、さら
に、ユーザエージェント（ＵＡ）総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）が、第１の無線アク
セスネットワーク（ＲＡＮ）内の各アクティブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ）ベアラ
のための、全ての個別のアクセスポイント名の（ＡＰＮの）最大ビットレートの和に基づ
いて、決定されるように、構成される構成要素を含む。
【０００９】
　音声およびデータの両方のための無線ドメインサービスは、大きく進化を遂げ、ＵＭＴ
Ｓ、ＧＰＲＳ、グローバル進化のための拡張データレート（ＥＤＧＥ）、および３ＧＰＰ
－ＬＴＥ等の異なる無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用する、ブロードバンド、高速、お
よびマルチメディアサービスが含まれる。エンドユーザのサービス需要を、従来展開され
ている（ｈｉｓｔｏｒｉｃａｌｌｙ　ｅｖｏｌｖｅｄ）技術で満たすために、オペレータ
は、同一の地理的な位置において、完全にまたは部分的にオーバーレイする、複数の無線
アクセスネットワークを配置し得る。また、異なるオペレータ同士が、同一の無線アクセ
スネットワークを、同一のまたは異なる無線周波数で共有するケースもあり得る。ＲＡＴ
間（ｉｎｔｅｒ－ＲＡＴ）／ネットワーク間（ｉｎｔｅｒ－ｎｅｔｗｏｒｋ）のシステム
において、オペレータは、ＵＡのサービスの需要、無線の状態、およびネットワーク負荷
バランシングの状況に従い、ＵＡの、キャンプイン（ｃａｍｐ　ｉｎ）または異なるＲＡ
Ｔへのハンドオーバを可能にする、相互作用機能（ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ　ｆｕｎｃ
ｔｉｏｎａｌｉｔｙ）のサポートを望む場合がある。
【００１０】
　これらのＲＡＴおよびＲＡＮのいずれかにおいて、通話、データパケット、データスト
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リーム、ベアラトラフィック、および他のネットワーク事象のスケジューリングおよび優
先順位の決定をサポートする機能が有益である。これらの事象およびそれらの管理は、種
々のアプリケーション、ユーザエージェント、データフロー、データパケットへの異なる
優先度、または、データフローに対する選択可能なパフォーマンスレベルを保証を促進す
る、サービス品質（ＱｏＳ）と称されてもよい。例えば、必要なビットレート、遅延、パ
ケットの低下（ｐａｃｋｅｔ　ｄｒｏｐｐｉｎｇ）の可能性、および／またはビットエラ
ーレートは、プロバイダにより「保証」または合意（ａｇｒｅｅｄ）されてもよい。Ｑｏ
Ｓの条件は、例えば、ネットワーク容量が不十分である、または他のネットワーク課題が
存在する場合、適合するには問題が多い。
【００１１】
　ＱｏＳに関連する１つの課題を示す例には、例えば、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ（Ｅｖｏ
ｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｎｅｔｗｏｒｋ／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎ
ｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ
　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）で動作する、モバイルデバイス上のユーザエージェン
トを含む。データトランザクションでは、携帯電話上で動作するユーザエージェントは、
Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）等の、「新規の」より高度な科学技術の無線ネ
ットワークに受け渡されてもよい。受け渡しの間、携帯デバイスのユーザは、サービス内
の損失またはデータの損失を経験する場合がある。この混乱は、ＱｏＳサービスが管理さ
れ、ネットワークによって保守される等の、ネットワークの間の１つ以上の不適合性によ
って生じる可能性がある。この混乱は、ベアラトラフィック、より詳細には、非保証ビッ
トレート（非ＧＢＲ）ベアラトラフィック、およびユーザエージェント（ＵＡ）に関連付
けられた使用された総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）を含む関連付けられたサービス品
質（ＱｏＳ）パラメータの誤った取り扱いによって、生じる場合がある。ＵＡ対アクセス
デバイス通信に関連付けられたＡＭＢＲは、ＵＡ－ＡＭＢＲまたはＵＥ－ＡＭＢＲと称さ
れてもよく、アクセスポイント名（ＡＰＮ）通信に関連付けられたＡＭＢＲは、ＡＰＮ－
ＡＭＢＲと称されてもよい。ＡＰＮ－ＡＭＢＲは、個別のＡＰＮの全てのベアラの最大の
可能なビットレートと称されてもよい。ハンドオーバの間の、これらの非ＧＢＲベアラお
よびＱｏＳパラメータの処理のための現行のメカニズムは、これらの混乱につながる可能
性がある。
【００１２】
　いくつかのインスタンスにおいて、サービス品質からユーザエージェント（ＵＡ）への
連続性を効率的に管理するための標準化されたメカニズムが役立つ場合がある。本開示は
、異なる無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）および他のネットワークシステム技術の間
のＵＡのハンドオーバの間の、非ＧＢＲ　ＵＡ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲの処理
の不適合性（ｉｎｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｉｅｓ）を標準化するメカニズムについて検
討する。詳細には、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＵＡ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲを有する
が、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮは、非ＧＢＲベアラのためのＡＭＢＲをサポートしない。本
開示は、ハンドオーバの間のこれらの不適合性を解決するために、ＱｏＳマッピングを実
現する。
例えば、本発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間の
サービス品質（ＱｏＳ）パラメータマッピングの方法であって、該第１のＲＡＮは、少な
くとも１つのアクセスポイント名（ＡＰＮ）との通信を有し、
　該第１のＲＡＮの第１のＡＰＮに関連付けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）
コンテクストの最大ビットレート（ＭＢＲ）に基づいて、ＡＰＮ総合最大ビットレート（
ＡＰＮ－ＡＭＢＲ）を導出することと、
　加入ＵＥ－ＡＭＢＲがユーザ機器（ＵＥ）に対して利用可能になるまで、ローカルＵＥ
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総合最大ビットレート（ＵＥ－ＡＭＢＲ）を提供することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲを獲得することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲの最小値と、該ＵＥに関連付けられた全てのアクティブなＡＰＮ
の全てのＡＰＮ－ＡＭＢＲの和とを取ることにより、導出されたＵＥ－ＡＭＢＲを計算す
ることと、
　該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲとを比較することと、
　該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲが、該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと異なる場合に、該導出さ
れたＵＥ－ＡＭＢＲに通知するように、加入サービス品質（ＱｏＳ）修正手順を開始する
ことと
　を含む、方法。
（項目２）
　上記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、導出された上記ＡＰＮ－ＡＭＢＲの和に基づく、項目
１に記載の方法。
（項目３）
　上記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、上記ＵＥの内部構成に基づく、項目１に記載の方法。
（項目４）
　上記第１のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍ
ｏｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含み、上
記第２のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒ
ａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）を含む、項目１に記載の方
法。
（項目５）
　上記加入ＱｏＳの修正手順は、加入ＡＰＮ－ＡＭＢＲの第２の通知をさらに提供する、
項目１に記載の方法。
（項目６）
　上記通知は、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に提供され、上記第２の通知は、サービングゲー
トウェイおよびパケットデータネットワークゲートウェイに提供される、項目５に記載の
方法。
（項目７）
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間の
無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ）接続のための方法であって、
　該第１のＲＡＮと通信する各アクセスポイント名（ＡＰＮ）について、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に関連付けられた各個別ＡＰＮの総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）に基づいて、該
第２のＲＡＮ内の該ＵＥに関連付けられた各アクティブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ
）ベアラに対する最大ビットレート（ＭＢＲ）を決定することを含む、方法。
（項目８）
　上記第２のＲＡＮ内の各アクティブな非ＧＢＲベアラの最大ビットレート（ＭＢＲ）は
、さらに、各個別ＡＰＮのＡＭＢＲを、該個別ＡＰＮに対する多数のアクティブな非ＧＢ
Ｒベアラによって分割することにより決定されるものとして定義される、項目７に記載の
方法。
（項目９）
　上記第１のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ
　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）ネットワークを含み、
上記第２のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃ
ｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏ
ｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含む、項目
７に記載の方法。
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（項目１０）
　上記第２のＲＡＮが単一のＡＰＮ接続のみをサポートする場合に、上記方法は、
　上記第１のＲＡＮと通信しているＡＰＮのうちのどのＡＰＮが、デフォルトＡＰＮであ
るかを決定することと、
　デフォルトＡＰＮのみを該第２のＲＡＮにマッピングすることと
　をさらに含む、項目７に記載の方法。
（項目１１）
　対話型およびバックグラウンドから成る群より選択されるトラフィッククラスに関連付
けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテクストの上記ＭＢＲは、ＡＰＮ－Ａ
ＭＢＲオペレータ認証に基づいてさらに設定される、項目７に記載の方法。
（項目１２）
　上記認証は、進化型パケットシステム（ＥＰＳ）ベアラパラメータＡＰＮ－ＡＭＢＲの
値を超えないようにＭＢＲの和を設定することを含むポリシーに基づく、項目１１に記載
の方法。
（項目１３）
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間に
サービス品質（ＱｏＳ）パラメータマッピングを提供するデバイスであって、該第１のＲ
ＡＮは、少なくとも１つのアクセスポイント名（ＡＰＮ）との通信を有し、該デバイスは
、
　１つ以上の構成要素を備え、該１つ以上の構成要素は、
　該第１のＲＡＮの第１のＡＰＮに関連付けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）
コンテクストの最大ビットレート（ＭＢＲ）に基づいて、ＡＰＮ総合最大ビットレート（
ＡＰＮ－ＡＭＢＲ）を導出することと、
　加入ＵＥ－ＡＭＢＲがユーザ機器（ＵＥ）に対して利用可能になるまで、ローカルＵＥ
総合最大ビットレート（ＵＥ－ＡＭＢＲ）を提供することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲを獲得することと、
　該加入ＵＥ－ＡＭＢＲの最小値と、該ＵＥに関連付けられた全てのアクティブなＡＰＮ
の全てのＡＰＮ－ＡＭＢＲの和とを取ることにより、導出されたＵＥ－ＡＭＢＲを計算す
ることと、
　該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲとを比較することと、
　該ローカルＵＥ－ＡＭＢＲが、該導出されたＵＥ－ＡＭＢＲと異なる場合に、該導出さ
れたＵＥ－ＡＭＢＲに通知するように、加入サービス品質（ＱｏＳ）修正手順を開始する
ことと
　を行うように構成される、デバイス。
（項目１４）
　上記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、導出された上記ＡＰＮ－ＡＭＢＲの和に基づく、項目
１３に記載のデバイス。
（項目１５）
　上記ローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、上記ＵＥの内部構成に基づく、項目１３に記載のデバ
イス。
（項目１６）
　上記第１のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍ
ｏｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉ
ｏｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含み、上
記第２のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒ
ａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）を含む、項目１３に記載の
デバイス。
（項目１７）
　上記加入ＱｏＳ修正手順はさらに、加入ＡＰＮ－ＡＭＢＲの第２の通知を提供する、項
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目１３に記載のデバイス。
（項目１８）
　上記通知は、拡張ノードＢ（ｅＮＢ）に提供され、上記第２の通知は、サービングゲー
トウェイおよびパケットデータネットワークゲートウェイに提供される、項目１７に記載
のデバイス。
（項目１９）
　第１の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）から第２のＲＡＮへのハンドオーバの間の
無線相互間アクセス技術（ＲＡＴ）接続のためのデバイスであって、
　該第１のＲＡＮと通信する各アクセスポイント名（ＡＰＮ）について、ユーザ機器（Ｕ
Ｅ）に関連付けられた各個別ＡＰＮの総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）に基づいて、該
第２のＲＡＮ内の該ＵＥに関連付けられた各アクティブな非保証ビットレート（非ＧＢＲ
）ベアラに対する最大ビットレート（ＭＢＲ）を決定するように構成される、１つ以上の
構成要素を備える、デバイス。
（項目２０）
　上記第２のＲＡＮ内の各アクティブな非ＧＢＲベアラの最大ビットレート（ＭＢＲ）は
さらに、各個別ＡＰＮのＡＭＢＲを、上記個別ＡＰＮに対する多数のアクティブな非ＧＢ
Ｒベアラによって分割することにより決定されるものとして定義される、項目１９に記載
のデバイス。
（項目２１）
　上記第１のＲＡＮは、ｅｖｏｌｖｅｄ　ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ
　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ）ネットワークを含み、
上記第２のＲＡＮは、ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃ
ｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＵＴＲＡＮ）／ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏ
ｂｉｌｅｓ（ＧＳＭ）ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ（ＥＤＧＥ）ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ（ＧＥＲＡＮ）を含む、項目
１９に記載のデバイス。
（項目２２）
　上記第２のＲＡＮが単一のＡＰＮ接続のみをサポートする場合に、上記デバイスは、
　上記第１のＲＡＮと通信しているＡＰＮのうちのどのＡＰＮが、デフォルトＡＰＮであ
るかを決定することと、
　該デフォルトＡＰＮのみを該第２のＲＡＮにマッピングすることと
　を行うようにさらに構成される、項目１９に記載のデバイス。
（項目２３）
　対話型およびバックグラウンドから成る群より選択されるトラフィッククラスに関連付
けられたパケットデータプロトコル（ＰＤＰ）コンテクストの上記ＭＢＲは、ＡＰＮ－Ａ
ＭＢＲオペレータ認証に基づいてさらに設定される、項目１９に記載のデバイス。
（項目２４）
　上記認証は、進化型パケットシステム（ＥＰＳ）ベアラパラメータＡＰＮ－ＡＭＢＲの
値を超えないようにＭＢＲの和を設定するステップを含む、ポリシーに基づく、項目２３
に記載のデバイス。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
　ここで、本開示のより完全な理解のために、添付の図面および発明を実施するための形
態と関連して、以下の簡単な説明を参照し、類似参照数字は、類似部品を表す。
【図１】図１は、本開示の一実施形態に従う、無線電気通信システムの図である。
【図２】図２は、本開示の一実施形態に従う、流れ図である。
【図３】図３は、本開示の一実施形態に従う、流れ図である。
【図４】図４は、本開示の一実施形態に従う、別の流れ図である。
【図５】図５は、本開示の一実施形態に従う、別の流れ図である。
【図６】図６は、本開示の種々の実施形態のうちのいくつかに対して、動作可能なユーザ
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エージェントを含む電気無線通信システムの図である。
【図７】図７は、本開示の種々の実施形態のうちのいくつかに対して、動作可能なユーザ
エージェントのブロック図である。
【図８】図８は、本開示の種々の実施形態のうちのいくつかに対して、動作可能なユーザ
機器上に実装されてもよい、ソフトウェア環境の図である。
【図９】図９は、本開示のいくつかの実施形態を実装するために適した、例示的な汎用コ
ンピュータシステムを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　再び図１を参照すると、相互作用する機能が提供されている、２つの無線アクセスネッ
トワーク（ＲＡＮ）の一実施形態が図示されている。図１は例示的であり、他の実施形態
の他の構成要素または構成を有してもよい。ソースＲＡＮ１０４およびターゲットＲＡＮ
１０６は、それぞれ、ＧＰＲＳ／ＥＤＧＥ、ＵＭＴＳ、３ＧＰＰ　ＬＴＥ、ＷＬＡＮ、Ｗ
ｉＭＡＸ、ＣＤＭＡ２０００、および／または他の現行のまたは将来の技術等の、１つ以
上の技術をそれぞれ使用する。インターネットプロトコル（ＩＰ）ＩＰＶ４、ＩＰＶ６、
および／または他の現行のまたは将来のプロトコルは、これらの技術によってサポートさ
れてもよい。地理的には、ソースＲＡＮ１０４およびターゲットＲＡＮ１０６は、交差お
よび／またはオーバーレイする可能性がある。さらに、ソースＲＡＮ１０４およびターゲ
ットＲＡＮ１０６は、インターネットプロトコルベースのネットワーク、パケットベース
のネットワーク、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、および／または統合サービスデジタルネ
ットワークのうちのいずれかまたは組み合わせによって、サービスが提供されてもよい。
ソースＲＡＮ１０４およびターゲットＲＡＮ１０６は、それぞれ、ハンドオーバの間に記
述される通信技術の設定に応じて、ＲＡＮ１０４１、１０４２、１０６１、または１０６

２を含んでもよい。例えば、ＲＡＮ１０４１および１０６１は、ＵＴＲＡＮ、ＵＴＲＡＮ
／ＧＥＲＡＮ、またはＧＥＲＡＮベースの技術を含んでもよく、ＲＡＮ１０４２および１
０６２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮベースの技術を含んでもよい。両方のシステム、つまり、１０
４１および１０４２は、実際に、同一のネットワーク、つまり、ソースＲＡＮ１０４内で
、同時に存在しなくてもよいことが理解されよう。ＲＡＮ１０４２および１０６２は、そ
れぞれ、アクセスデバイスまたはＥＮＢ１０４ｂおよび１０６ｂ、ならびに、ベアラ１１
２１－Ｎまたはパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１６１－ｎへのシ
グナリング接続によってそれぞれ通信する、ソースゲートウェイ１０８およびターゲット
ゲートウェイ１１０と通信する、移動管理エンティティ（ＭＭＥ）１０４ａおよび１０６
ａを含む。ＲＡＮ１０４１および１０６１は、それぞれ、無線ネットワーク構成要素（Ｒ
ＮＣ）１０４ｃおよび１０６ｃ、サービング汎用パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）サポ
ートノードゲートウェイ（ＳＧＳＮ　ＧＷ）１０４ｄおよび１０６ｄ、基地局サブシステ
ム（ＢＳＳ）１０４ｅおよび１０６ｅ、基地局構成要素または他のネットワーク構成要素
を含む。一実施形態において、ＳＧＳＮ　ＳＷ１０４ｄおよび１０６ｄは、それぞれ、ベ
アラ１１２１－Ｎまたはパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１６１－

ｎへのシグナリング接続によって通信する、ソースゲートウェイ１０８およびターゲット
ゲートウェイ１１０と通信する。（ＰＤＮ）ゲートウェイ１１６１－ｎは、Ｗｏｒｌｄ　
Ｗｉｄｅ　Ｗｅｂページ等のパケットベースのサービス、マルチメディアブロードキャス
ト／マルチキャストサービス、および他のデータパケットベースのサービスを含んでもよ
い、ＡＰＮ１２０１－ｎに接続される。
【００１５】
　図面の要素をつなぐ線は、ベアラ接続、シグナリング接続、またはその両方を表す場合
があることに留意されたい。従来、異なる形式の線は、各種類の接続を表すように使用さ
れている。しかしながら、図面の便宜上、ベアラ接続およびシグナリング接続は、共に、
図１の実線によって表される。ＵＡ１０１をソースＲＡＮ１０４およびターゲットＲＡＮ
１０６とつなぐ点線は、ＵＡ１０１は、最初に、ソースＲＡＮ１０４に接続され、次に、
無線インターフェース（ａｉｒ　ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）または他のメディアインターフェ
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ースによって、ターゲットＲＡＮ１０６に接続されることを表すことを意図する。
自宅加入者サーバ（ＨＳＳ）または確認、認証およびアカウンティング（ＡＡＡ）サーバ
１２２は、加入者のために、ポリシーおよびトラッキング／位置情報を、無線電気通信サ
ービスに格納する。論理的アクセス間システム（ＩＡＳ）アンカー１２４は、ＩＰアクセ
スサービスを終了し、システム間ＩＰサービス終了、システム間ルーティングおよび課金
、およびＩＰベアラサービスを管理する。物理的に、ＩＡＳアンカー１２４は、ゲートウ
ェイまたはその他の場所に配列することができる。ソースＲＡＮ１０４およびターゲット
ＲＡＮ１０６には、典型的には、複数の無線チャネルリソースが供給される。各ＲＡＮ１
０４および１０６は、その無線チャネルリソースを測定し、この情報を、種々のプロトコ
ルを介してＩＡＳアンカー１２４に受け渡す、その個別のゲートウェイ１０８および１１
０へのその無線チャネルリソースの利用を報告する。
【００１６】
　一実施形態において、ＨＳＳ／ＡＡＡサーバ１２２、または類似の構成要素は、ソース
ＭＭＥ１０４ａまたはターゲットＭＭＥ１０６ａに接続することができ、ＵＡ１０１で利
用可能なサービスに関連するデータ、ＵＡ１０１のサービス品質（ＱｏＳ）ポリシー、お
よび他の類似のＵＡプロファイルデータを格納できる。動的なポリシー課金制御（ＰＣＣ
）規則を、システム１００内に配置する必要がある場合、ポリシー制御および課金ルール
機能（ＰＣＲＦ）１１８および１１９、または類似の構成要素が存在する可能性がある。
ＰＣＲＦ１１８および１１９は、オペレータＩＰのために、ソースおよびターゲットゲー
トウェイ１０８および１１０、ＰＤＮゲートウェイ１１６１－ｎおよび／またはＡＰＮ１
２０１－ｎに接続でき、ソースおよびターゲットゲートウェイ１０８および１１０ならび
にＰＤＮゲートウェイ１１６１－ｎの間の接続に関するポリシーを格納および実施（ｅｎ
ｆｏｒｃｅ）できる。ソースおよびターゲットゲートウェイ１０８および１１０が、ＰＤ
Ｎゲートウェイ１１６の特定のものに接続されて示されているが、ゲートウェイ１０８お
よび１１０は、ＰＤＮゲートウェイのいずれか、つまり、ＰＤＮゲートウェイ１１６１、
ＰＤＮゲートウェイ１１６２、ＰＤＮゲートウェイ１１６ｎと通信するために、直接また
は間接的に、接続してもよいことが考えられる。
【００１７】
　ユーザエージェント（ＵＡ）１０１は、ソースＲＡＮ１０４および／またはターゲット
ＲＡＮ１０６と通信する。一実施形態において、ソースＲＡＮ１０４は、ソースＲＡＮ１
０４が、空気界面を介してＵＡ１０１にサービスを提供する、少なくとも１つの無線アク
セスセルに接続する。いくつかの実施形態において、ＵＡ１０１および／またはＲＡＮ１
０４および１０６は、チャネル、および総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）または最大ビ
ットレート（ＭＢＲ）等のサービス品質（ＱｏＳ）パラメータ１０３を含んでもよい、他
の計測情報を取得してもよい。ＡＰＮ１２０１－ｎは、さらに、それぞれ、相当するＱｏ
Ｓパラメータ１０５を含んでもよい。パラメータ１０３および１０５は、ＵＡ１０１、ソ
ースＥＮＢ１０４ｂ、ターゲットＥＮＢ１０６ｂ、およびＡＰＮ１２０１－ｎの間の全て
の非ＧＢＲベアラ１１２１－Ｎの間で共有するように利用可能な、合計帯域幅を含んでも
よい。ＱｏＳパラメータ１０３および１０５は、示されるように、それぞれ、ＵＡ１０１
およびＡＰＮ１０５のみ以外のシステムと共に配置または共有される場合がある。
【００１８】
　いくつかの例において、ＵＡ１０１は、例えばＥＮＢ１０６ｂ、ターゲットゲートウェ
イ１１０、および複数のベアラ１１２１－Ｎを介して、同時に、複数のＰＤＮゲートウェ
イ１１６１－ｎに接続してもよい。ＵＡ１０１のサービス品質（ＱｏＳ）プロファイルに
基づいて、ベアラ１１２１－Ｎは、保証ビットレート（ＧＢＲ）、最大ビットレート（Ｍ
ＢＲ）、パケット遅延割り当て（ＰＤＢ）、およびデータ伝送品質の他のパラメータ等の
、サービス品質要件のセットに適合してもよい。
【００１９】
　（ベアラ１１２１－Ｎによって表される）ベアラトラフィックは、保証ビットレート（
ＧＢＲ）および非保証ビットレート（非ＧＢＲ）の２つのカテゴリに分類できる。ＧＢＲ
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ベアラにおいて、指定された帯域幅が留保され、ベアラがその位置にとどまる限り、利用
可能の状態を維持する。ＧＢＲベアラは、ストリーミング動画等の、大きな帯域幅要件を
有するサービスのために確立される場合がある。より柔軟性のある帯域幅要件を有する、
電子メール等のサービスは、指定された帯域幅が留保されない、非ＧＢＲベアラを使用す
る場合がある。
【００２０】
　ＥＵＴＲＡＮ／ＥＰＣシステム内のＵＡの非ＧＢＲベアラについて、ＱｏＳは、ＱｏＳ
クラス指標（ＱＣＩ）、割り当ておよび保持優先（ＡＲＰ）、および総合最大ビットレー
ト（ＡＭＢＲ）によって実施できる。ＱＣＩ、ＡＲＰ、およびＡＭＢＲは、典型的には、
ＵＡのＱｏＳプロファイル内に格納される。ＵＡ１０１が、例えばＲＡＮ１０４２または
１０６２を介して、ネットワークに接触する（ａｔｔａｃｈ）する場合、ソースまたはタ
ーゲットＭＭＥ１０４ａおよび１０６ｂは、ＨＳＳ１２２からこれらのパラメータを取得
し、これらを、ＵＡおよびＥＮＢの間のダウンリンク／アップリンクＱｏＳ実施のために
、ソースまたはターゲットＥＮＢ１０４ｂおよび１０６ｂまたはＵＡへ、および、ダウン
リンク／アップリンクＱｏＳ実施のために、ＰＤＮゲートウェイ１１６１および１１６ｎ

またはＰＣＲＦ１１８および１１９へ、送信できる。
ＡＭＢＲは、ＥＮＢ１０４ｂおよび１０６ｂまたはＡＰＮ１２０１－ｎへ、非ＧＢＲトラ
フィックのために提供される合計帯域幅の制限を提供する、固定値としてもよい。例えば
、ＨＳＳ１２２は、ＵＡ１０１のＡＭＢＲを、加入静的値として格納してもよい。ＵＡに
指定されるＵＡ－ＡＭＢＲは、加入ＵＡ－ＡＭＢＲまたは、ただ、ＵＡ－ＡＭＢＲと称さ
れてもよい。さらに、加入ＰＤＮのためにＵＡに関連付けられたＡＰＮ－ＡＭＢＲを、加
入ＡＰＮ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲという用語に含めてもよい。複数のＰＤＮ加
入を有するＵＡは、１つが、各加入ＰＤＮのためのものである、複数のＡＰＮ－ＡＭＢＲ
に関連付けられてもよい。実際には、ＥＮＢ１０４ｂおよび１０６ｂまたはＡＰＮ１２０

１－ｎで利用可能な帯域幅は、リアルタイムで変更する場合がある、および、ＡＭＢＲで
指定された帯域幅よりも大きいまたは小さい可能性があるため、静的ＡＭＢＲは、非ＧＢ
ＲのＱｏＳの実施において、リアルタイムの帯域幅の利用可能性を最適に活用しない可能
性がある。
【００２１】
　上記のように、本開示は、ＲＡＴ間／ネットワーク間のハンドオーバの間の最大ビット
レート（ＭＢＲ）または総合最大ビットレート（ＡＭＢＲ）等の、ＵＡ１０１およびＡＰ
Ｎ１２０１－ｎのサービス品質（ＱｏＳ）パラメータ１０３および１０５の連続性の維持
に関して生じる可能性がある問題に関する。ネットワーク技術は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ、ＵＴ
ＲＡＮ、ＧＥＲＡＮ、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ、および／または他の技術を含んでもよい
。
【００２２】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮへの、ＲＡＴ間ハンドオーバ
受信範囲、帯域幅利用可能性、負荷バランシングの向上、または他の理由を含むが、これ
に制限されない、種々の理由のために、ＵＡ１０１は、ネットワーク間の切り替えを行っ
てもよい。ソースＲＡＮ１０４が、Ｅ－ＵＴＲＡＮベースのネットワークを含んでもよく
、ターゲットＲＡＮ１０６が、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮベースのネットワークを含んでも
よい、いくつかのインスタンスにおいて、ＵＡ１０１のＲＡＴ間／ネットワーク間ハンド
オーバ作成は、ＱｏＳの連続性を維持するためにさらなるオペレーションを必要としても
よい。例えば、連続性を維持するために、ソースＲＡＮ１０４２に関連付けられたＡＰＮ
１２０１－ｎのＡＭＢＲを、ターゲットＲＡＮ１０６１に関連付けられたＭＢＲにマッピ
ングすることが、有益であってもよい。前述のように、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、ＵＡ－ＡＭＢ
ＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲを有するが、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮは、非ＧＢＲベアラのた
めにＡＭＢＲをサポートしない。
本開示は、これらのネットワーク内の構成要素の間のＱｏＳマッピングを規定する。これ
には、例えば、ターゲットネットワーク内のＡＰＮ１２０ｎに接続される全てのアクティ
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ブな非ＧＢＲのＭＢＲへの、ソースネットワーク内のＡＰＮ１２０１のＡＭＢＲのマッピ
ングを含んでもよい。ソースネットワーク１０４がＥＵＴＲＡＮネットワークである場合
、ＡＰＮ１２０１等のＡＰＮのためのＡＭＢＲは、ベアラ１１２１ａおよび１１２２ｂ等
の、全ての関連ベアラの最大可能ビットレートである。ターゲットＲＡＮ１０６が、ＲＡ
Ｎ１０６１等のＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮである場合、ＭＢＲは、ＡＰＮ１２０ｎ等のター
ゲットＡＰＮのベアラ１１２Ｎａおよび１１２Ｎｂ等の各アクティブな非ＧＢＲベアラの
ためにマッピングされる。この場合、各アクティブな非ＧＢＲのＭＢＲ、ターゲットネッ
トワーク１０６内のＡＰＮ１２０ｎのベアラ１１２Ｎａおよび１１２Ｎｂは、Ｎによって
分割されるソースネットワーク１０４内のアクティブなＡＰＮ１２０１のＡＭＢＲになる
ように構成され、ここで、Ｎは、ＡＰＮ１２０ｎのそれぞれに接続されるアクティブな非
ＧＢＲベアラの合計の和を表す。この割り当ては比例的であるが、他の実施形態では、ア
クティブな非ＧＢＲベアラへのＭＢＲの割り当ては、比例しない場合があり、いくつかの
非ＧＢＲベアラは、その他より多いまたは少ないＭＢＲを割り当てられる場合がある。例
えば、ＭＢＲは、ＰＤＮゲートウェイ１１６２およびＡＰＮ２のベアラ１１２２に割り当
てられてもよい。また、当業者は、他の割り当てを容易に想定することができよう。ソー
スおよびターゲットＲＡＮ１０４、１０６が、複数のＰＤＮ接続をサポートする全てのア
クティブなＡＰＮについて、上記のマッピングを繰り返してもよい。
【００２３】
　ターゲットＲＡＮ１０６が、ＡＰＮ１２０ｎのうちの１つより多くをサポートしない場
合、ターゲットネットワーク１０６内の非ＧＢＲベアラのＭＢＲへのマッピングのために
、ソースネットワーク１０４内のデフォルトＡＰＮ１２０１（または別のＰＤＮ）のＡＭ
ＢＲパラメータのみを選択してもよい。デフォルトＡＰＮのみが、ターゲットＲＡＮに接
続されるケースもあり得る。ソースネットワーク内の他のＡＰＮのＡＭＢＲが無視される
場合もある。
【００２４】
　ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからＥ－ＵＴＲＡＮへの、ＲＡＴ間のハンドオーバ
　ソースＲＡＮ１０４が、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮベースのネットワーク（またはＲＡＮ
１０４１）を含んでもよく、ターゲットＲＡＮ１０６が、Ｅ－ＵＴＲＡＮ（ＲＡＮ１０６

２）を含んでもよい他のインスタンスにおいて、ＵＡ１０１のＲＡＴ間／ネットワーク間
のハンドオーバ作成は、上記とはいくらか異なってもよい。ＱｏＳの連続性の維持は、タ
ーゲットＲＡＮ１０６と適合性のあるＡＰＮ１２０ｎに関連付けられたＡＭＢＲへの、ソ
ースＲＡＮ１０４内のＡＰＮ１２０１の１つ以上に関連付けられたＭＢＲのマッピングを
含む。ＭＢＲは、１つ以上のアクティブな非ＧＢＲを含んでもよい。ターゲットＲＡＮ１
０６のＡＰＮ１２０ｎ等のＡＰＮのＡＭＢＲは、ＡＰＮ、ソースネットワーク１０４内の
ＡＰＮ１２０１に接続される全てのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和に設定される。い
くつかの実施形態において、マッピングまたは割り当ては、ソースおよびターゲットネッ
トワーク１０４および１０６の間で比例的でない場合がある。例えば、ソースネットワー
ク１０４内のＡＰＮに接続される全てのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和は、ターゲッ
トＲＡＮ１０６内のＡＰＮに割り当てられるＡＭＢＲよりも多いまたは少ない可能性があ
る。ターゲットＲＡＮ１０６内のＡＰＮ１２０ｎのＡＭＢＲが決定されると、ハンドオー
バは、ＭＭＥ１０４ａ、または、他の実施形態内の他のシステムによって、ＨＳＳ／ＡＡ
Ａ１２２からのＵＡ１０１のサービス品質（ＱｏＳ）のポリシーに基づいて、ＥＮＢ１０
６ｂおよびゲートウェイ１０８および１１０またはＰＤＮゲートウェイ１１６の更新を開
始してもよい。
【００２５】
　上記の、ＲＡＴ間／ネットワーク間の作成中のＱｏＳのＡＭＢＲ処理のための手順の例
が、３ＧＰＰ　Ｓ２－０８４３５０、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．４０１、３ＧＰＰ　ＴＳ２３
．４０２、および３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２３６を参照して（これらの参照は、全ての目的
において、参照されることによって明細書に組み込まれる）、さらに、図２～５の流れ図
２００、３００、４００、および５００に示される。以下の記載は、３ＧＰＰ、または非



(15) JP 4914951 B2 2012.4.11

10

20

30

40

50

ＧＢＲのＡＭＢＲ処理のための他のＲＡＴ間のハンドオーバ手順実施の例であり、これに
制限されるべきではないことを理解されたい。
【００２６】
　図２は、ＥＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮへのハンドオーバ作成手順の例を示す。事象２０
２において、アップリンクおよびダウンリンクパケットデータユニット（ＰＤＵ）は、Ｕ
Ａ１０１、ＥＮＢ１０４ｂ、ＲＮＣ１０６ｃ、ＭＭＥ１０４ａ、ＳＧＳＮゲートウェイ１
０６ｄ、ソースサービングゲートウェイ１０８、ターゲットサービングゲートウェイ１１
０の間を分布し、ＰＤＮゲートウェイ１１６１－ｎを交換する。事象２０４において、Ｕ
Ａ１０１のハンドオーバ作成は、ソースＲＡＮ１０４からターゲットＲＡＮ１０６へ開始
する。ソースＥＮＢ１０４ｂは、ＵＡ１０１およびプロファイル情報を確認し、ＵＡ１０
１のＱｏＳプロファイルが決定される。ＵＡ１０１が確認されると、事象２０６において
、ソースＥＮＢ１０４ｂは、さらに、ＵＡ１０１の存在およびＱｏＳパラメータを確認す
る、ソースＭＭＥ１０４ａと通信する。
【００２７】
　事象２０８において、ソースＭＭＥ１０４ａは、ＥＵＴＲＡＮベアラ等の、ＥＰＳ（進
化型パケットシステム）ベアラを、ＵＴＲＡＮのＱｏＳパラメータ等のＰＤＰ（パケット
データプロトコル）コンテクストへ、一対一でマッピングしてもよく、次いで、順次、Ｅ
ＰＳベアラに関連付けられたＥＰＳのＱｏＳパラメータを、ＰＤＰコンテクストのＱｏＳ
パラメータにマッピングする。ＰＤＰコンテクストは、優先順位の順序を決定するように
使用される。１つより多いＡＰＮ１２０１－ｎがターゲットＲＡＮ１０６（またはＲＡＮ
１０６１）に存在する場合、ＱｏＳマッピングは、ＡＰＮ１２０１－ｎのそれぞれに関連
付けられた各アクティブな非ＧＢＲベアラについて決定される。ターゲットＳＧＳＮゲー
トウェイ１０６ｄおよびターゲットＲＮＣ１０６ｃによって利用されるＭＢＲは、アクテ
ィブな非ＧＢＲ数によって分割されるＡＰＮ１２０１－ｎのＡＭＢＲと等しくなるように
設定されてもよい。いくつかの実施形態において、ＭＢＲは、ＭＢＲの和が、使用された
ＡＰＮ－ＡＭＢＲの合計数と等しくなれるように、それぞれ、一意の値を有してもよい。
当然ながら、ターゲットＲＡＮ１０６が、ＡＰＮ１２０１－ｎのうちの１つのみをサポー
トできる場合は、ＡＰＮ１２０ｉ－ｎに関連付けられた特定のベアラは、ターゲットＲＡ
Ｎ１０６に接続されてもよい
　事象２１０ａおよび２１０ｂにおいて、ＰＤＰ要求および応答が、ＩＰパケットデータ
を介してＡＭＢＲへ、ＭＢＲのマッピングを伝達するために、ターゲットＳＧＳＮゲート
ウェイ１０６ｄおよびターゲットサービングゲートウェイ１１０の間で交換される。事象
２１２ａおよび２１２ｂにおいて、再位置決定要求および応答が、ターゲットＲＮＣ１０
６ｃおよびＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄの間で、および、事象２１４ａおよび２１４ｂ
において、ターゲットＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄおよびターゲットサービングゲート
ウェイ１１０の間の別のＰＤＰ要求および応答交換によって、交換される。
【００２８】
　事象２１６、２１８ａ、および２１８ｂにおいて、ＵＡ１０１に関連付けられた再位置
決定応答は、ＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄからソースＭＭＥ１０４ａへ送信され、ソー
スＭＭＥ１０４ａおよびサービングソースゲートウェイ１０８の間で、ベアラ要求および
応答が交換される。
【００２９】
　図３は、ＵＴＲＡＮからＥ－ＵＴＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバ作成の例を示す。事
象３０２において、アップリンクおよびダウンリンクパケットデータユニット（ＰＤＵ）
は、ＵＡ１０１、ＥＮＢ１０６ｂ、ＲＮＣ１０４ｃ、ＭＭＥ１０６ａ、ＳＧＳＮゲートウ
ェイ１０４ｄ、ソースサービングゲートウェイ１０８、ターゲットサービングゲートウェ
イ１１０の間を分布し、ＰＤＮゲートウェイ１１６１－ｎが交換される。事象３０４にお
いて、ＵＡ１０１のハンドオーバ作成は、ソースＲＡＮ１０４（ＲＡＮ１０４１）からタ
ーゲットＲＡＮ１０６（ＲＡＮ１０６２）へ、開始する。ソースＲＮＣ１０４ｃは、ＵＡ
１０１およびプロファイル情報を確認し、ＵＡ１０１のＱｏＳプロファイルが決定される



(16) JP 4914951 B2 2012.4.11

10

20

30

40

50

。ＵＡ１０１が確認されると、事象３０６において、ソースＲＮＣ１０４ｃは、ＵＡ１０
１が、関連付けられたＱｏＳパラメータをマッピングするためにハンドオーバを開始する
、ソースＳＧＳＮゲートウェイ１０４ｄと通信する。
【００３０】
　事象３０８において、ソースＳＧＳＮゲートウェイ１０４ｄは、ターゲットＭＭＥ１０
６ａに再位置決定要求を送信する。ターゲットＭＭＥ１０６ａは、ＰＤＰコンテクストを
、ＥＰＳベアラに、ＱｏＳパラメータに関連付けられた値を、ＥＰＳベアラのＥＰＳのＱ
ｏＳパラメータ値へのＰＤＰコンテクストに、マッピングする。いくつかの実施形態にお
いて、ターゲットＭＭＥ１０６ａは、確立することができない可能性のある特定のＥＰＳ
ベアラを終了してもよい。さらに、ターゲットＥＮＢ１０６ｂは、ソースＲＡＮ１０４お
よびターゲットＲＡＮ１０６の間の、ＵＡ１０１のＱｏＳを実施するために、ＵＡおよび
ＡＰＮ１２０１－ｎに関連付けられた両方のＡＭＢＲを必要する場合があることを理解さ
れたい。ＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲは、アクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和
に等しいＡＰＮ１２０１－ｎのそれぞれのアクティブのＡＰＮ－ＡＭＢＲに従って設定し
てもよく、ＵＥ－ＡＭＢＲは、ソースＲＡＮ１０４に関連付けられたアクティブな非ＧＢ
Ｒに関連付けられた全てのＭＢＲの和と等しく設定してもよい。
【００３１】
　事象３１０ａおよび３１０ｂにおいて、ベアラ要求および応答は、ターゲットＭＭＥ１
０６ａおよびサービングターゲットゲートウェイ１１０の間で交換され、順次、事象３１
２ａおよび３１２ｂにおいて、ターゲットＭＭＥ１０６ａおよびターゲットＥＮＢ１０６
ｂの間のハンドオーバ要求および確認を行う。一実施形態において、ターゲットＭＭＥ１
０６ａは、ハンドオーバ要求の送信によって、ベアラを確立するために、ターゲットＥＮ
Ｂ１０６ｂを要求する。ハンドオーバ要求は、１つ以上のＵＥの識別子、原因（Ｃａｕｓ
ｅ）、ＫｅＮＢ、可能なＡＳインテグリティ保護および暗号化アルゴリズム、および／ま
たはＫＳＩおよび主な導出パラメータを含んでもよい。さらに、ハンドオーバは、ソース
ＲＡＮ１０４からターゲットＲＡＮ１０６への使用されたまたは動的なＵＥ－ＡＭＢＲお
よびＡＰＮ－ＡＭＢＲを含む、各ＡＰＮ１２０１－ｎについてのマッピングされたＱｏＳ
パラメータも含んでもよい。
【００３２】
　事象３１４ａおよび３１４ｂにおいて、ベアラ要求および応答が、サービングターゲッ
トゲートウェイ１１０およびターゲットＭＭＥ１０６ａの間で確立され、次に、事象３１
６において、再位置決定応答が、ターゲットＭＭＥ１０６ａからソースＳＧＳＮゲートウ
ェイ１０４ｄへ送信される。事象３１８ａおよび３１８ｂにおいて、ベアラ要求および応
答が、ソースＳＧＳＮゲートウェイ１０４ｄおよびサービングソースゲートウェイ１０８
の間で交換される。
【００３３】
　図４は、Ｅ－ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮのＡ／ＧＢモードのＲＡＴ間ハンドオーバ作成
への例を示す。事象４０２において、アップリンクおよびダウンリンクパケットデータユ
ニット（ＰＤＵ）は、ＵＡ１０１、ＥＮＢ１０４ｂ、ＢＳＳ１０６ｅ、ＭＭＥ１０４ａ、
ＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄ、ソースサービングゲートウェイ１０８、ターゲットサー
ビングゲートウェイ１１０の間を分布し、ＰＤＮゲートウェイ１１６１－ｎが交換される
。事象４０４において、ＵＡ１０１のハンドオーバ作成は、ソースＲＡＮ１０４からター
ゲットＲＡＮ１０６へ開始する。ソースＥＮＢ１０４ｂは、ＵＡ１０１およびプロファイ
ル情報を確認し、ＵＡ１０１のＱｏＳプロファイルが決定される。
【００３４】
　事象４０６において、ソースＥＮＢ１０４ｂは、ＵＡ１０１が、関連付けられたＱｏＳ
パラメータをマッピングするために、ハンドオーバを開始する、ソースＭＭＥ１０４ａと
通信する。一実施形態において、事象４０８で、ソースＭＭＥ１０４ａは、ＥＰＳベアラ
を、ＰＤＰコンテクストに、また、ＥＰＳベアラのＥＰＳのＱｏＳパラメータに関連付け
られた値を、別の事前決定されたＰＤＰコンテクストの事前決定されたＱｏＳパラメータ
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値へ、マッピングする。ＰＤＰコンテクストは、最高から最低の重要性のＰＤＰコンテク
ストの順で、優先順位が決定される。一実施形態において、ターゲットＲＡＮ１０６に、
１つより多いＡＰＮ１２０１－ｎサポート機能が存在する場合、ＡＰＮ１２０１－ｎの１
つ以上のアクティブなもののそれぞれについて、関連付けられた全ベアラ接続が、ターゲ
ットＲＡＮ１０６に接続される。１つ以上のＡＰＮ１２０１－ｎに関連付けられたアクテ
ィブな非ＧＢＲベアラのそれぞれについて、ターゲットＲＡＮ１０６のＳＧＳＮターゲッ
トゲートウェイ１０６ｄで利用されるアクティブなＡＰＮのＭＢＲは、Ｎで分割されるそ
のＡＰＮの使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲと等しくてもよく、ここで、Ｎは、そのＡＰＮ１
２０１－ｎ内のアクティブな非ＧＢＲベアラの数を含む。いくつかの実施形態において、
アクティブなＡＰＮのＭＢＲは、ＭＢＲの和が使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲと等しくなる
ように、無数の値を含んでもよい。複数のＡＰＮ１２０１－ｎが、ターゲットＲＡＮ１０
６によってサポートされない場合には、ソースＲＡＮ１０４に関連付けられた「デフォル
ト」ＡＰＮ１２０１ベアラ接続のみが、ターゲットＲＡＮ１０６に接続されてもよい。
【００３５】
　事象４１０ａおよび４１０ｂにおいて、ＰＤＰコンテクスト要求および応答は、ターゲ
ットＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄおよびターゲットサービングゲートウェイ１１０の間
を交換され、次に、事象４１２ａおよび４１２ｂにおいて、ターゲットＳＧＳＮ１０６ｄ
およびターゲットＢＳＳ１０６ｅの間のＰＳハンドオーバ要求および確認が行われる。Ｐ
Ｓハンドオーバ交換後、ＰＤＰコンテクスト要求および応答は、事象４１４ａおよび４１
４ｂで、ターゲットＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄおよびターゲットサービングゲートウ
ェイ１１０の間で交換され、再位置決定は、ターゲットＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄか
らソースＭＭＥ１０４ａへと転送される。再位置決定要求は、事象４１６で、ターゲット
ＳＧＳＮゲートウェイ１０６ｄからソースＭＭＥ１０４ａへと送信される。次いで、事象
４１８ａおよび４１８ｂにおいて、ソースＭＭＥ１０４ａおよびサービングソースゲート
ウェイ１０８の間で、ベアラ要求および応答が交換される。
【００３６】
　図５は、Ｅ－ＴＲＡＮのＲＡＴ間ハンドオーバ作成への、ＧＥＲＡＮのＡ／Ｇｂモード
の例を示す。事象５０２において、アップリンクおよびダウンリンクパケットデータユニ
ット（ＰＤＵ）は、ＵＡ１０１、ＥＮＢ１０６ｂ、ＢＳＳ１０４ｅ、ＭＭＥ１０６ａ、Ｓ
ＧＳＮゲートウェイ１０４ｄ、ソースサービングゲートウェイ１０８、ターゲットサービ
ングゲートウェイ１１０の間を分布し、ＰＤＮゲートウェイ１１６１－ｎが交換される。
事象５０４において、ソースＲＡＮ１０４からターゲットＲＡＮ１０６へ、ＵＡ１０１作
成のハンドオーバが開始する。ソースＢＳＳ１０４ｅは、ＵＡ１０１およびプロファイル
情報を確認し、ＵＡ１０１のＱｏＳプロファイルが決定される。ＵＡ１０１が確認される
と、事象５０６において、ソースＢＳＳ１０４ｅは、関連付けられたＱｏＳパラメータを
マッピングするために、ＵＡ１０１がＰＳハンドオーバを開始する、ソースＳＧＳＮゲー
トウェイ１０４ｄと通信する。
【００３７】
　事象５０８において、ソースＳＧＳＮゲートウェイ１０４ｄは、再位置決定要求を、タ
ーゲットＭＭＥ１０６ａに転送する。一実施形態において、要求は、ＵＡ１０１およびＡ
ＰＮ１２０１－ｎに関連付けられたＡＭＢＲ等の、ＱｏＳパラメータのマッピングのため
に、ターゲットＲＡＮ１０６へのデータの直接転送を利用するかどうかを示す、ソースＳ
ＧＳＮゲートウェイ１０４ｄによって設定可能な、直接転送フラグＩＥを含む。ターゲッ
トＭＭＥ１０６ａは、次に、ＥＰＳベアラに関連付けられたＥＰＳのＱｏＳパラメータ値
へ、ＰＤＰコンテクストをマッピングする。ターゲットＭＭＥ１０６ａは、決定された優
先順位の決定の方法で、ＥＰＳベアラを確立する。いくつかの実施形態において、ターゲ
ットＭＭＥ１０６ａは、ターゲットＲＡＮ１０６に確立できない可能性があるＥＰＳベア
ラを解除してもよい。
【００３８】
　事象５１０ａおよび５１０ｂにおいて、ＰＤＰコンテクスト要求および応答が、ターゲ
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ットＭＭＥ１０６ａおよびターゲットサービングゲートウェイ１１０の間で交換され、次
に、事象５１２ａおよび５１２ｂにおいて、ターゲットＭＭＥ１０６ａおよびターゲット
ＥＮＢ１０６ｂの間のＰＳハンドオーバ要求および要求確認が行われる。一実施形態にお
いて、ターゲットＭＭＥ１０６ａは、ハンドオーバ要求を送信することにより、ベアラを
確立するために、ターゲットＥＮＢ１０６ｂを要求してもよい。ハンドオーバ要求は、Ｕ
Ａ識別子、原因、インテグリティ保護情報および関連付けられたＩＫまたはインテグリテ
ィ保護アルゴリズム、ＣＫおよび可能な暗号化アルゴリズム等の暗号化情報、セットアッ
プリストとなるＥＰＳベアラ、およびソースからターゲットへの透明コンテナ（Ｓｏｕｒ
ｃｅ　ｔｏ　Ｔａｒｇｅｔ　Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　Ｃｏｎｔａｉｎｅｒ）を含んでも
よい。いくつかの実施形態において、ターゲットＭＭＥ１０６ａは、ＰＤＰコンテクスト
内のアクティビティステータスインジケータが、ソースＲＡＮ１０４からのアクティブな
ベアラを示す、リソースを要求しなくてもよい。確立するように要求された各ＥＰＳベア
ラについて、ＥＰＳは、ＩＤ、ベアラパラメータ、トランスポートレイヤアドレス、およ
びＳ１トランスポート関連付け（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）等の情
報を含んでもよい。トランスポートレイヤアドレスは、ＵＡ１０１のユーザデータに関連
付けられたソースサービングゲートウェイ１０８アドレスを含んでもよく、Ｓ１トランス
ポート関連付けは、アップリンクトンネルエンドポイント識別子データに応答してもよい
。暗号およびインテグリティ保護鍵は、例えば、ターゲットからソースへのコンテナを使
用して、ターゲットＥＮＢ１０６ｂからＵＡ１０１へ、および、メッセージＰＳハンドオ
ーバコマンドにおいて、さらなる確認および鍵の合意手順を必要とせずに、ソースＲＡＮ
１０６内のデータ伝送を可能にするために、ソースＢＳＳ１０４ｅからＵＡ１０１へ、透
明に（ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔｌｙ）送信してもよい。いくつかのインスタンスでは、タ
ーゲットＲＡＮ１０６に接続されるＡＰＮ１２０１－ｎのそれぞれについて、ハンドオー
バメッセージは、使用されたまたは動的なＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲを含む
、ソースＲＡＮ１０４およびターゲットＲＡＮ１０６の両方からの、マッピングされたＱ
ｏＳパラメータも含んでもよい。
【００３９】
　事象５１４ａおよび５１４ｂで、ＰＤＰコンテクスト要求および応答が、ターゲットＭ
ＭＥ１０６ａおよびターゲットサービングゲートウェイ１１０の間で交換され、事象５１
６で、再位置決定が、ターゲットＭＭＥ１０６ａからソースＳＧＳＮゲートウェイ１０４
ｄへ、転送される。事象５１８ａおよび５１８ｂで、ベアラ要求および応答が、ソースＳ
ＧＳＮゲートウェイ１０４ｄおよびサービングソースゲートウェイ１０８の間で交換され
る。
【００４０】
　図６は、ＵＡ１０１の一実施形態を含む、無線通信システムを示す。本開示の態様を実
装するためにＵＡ１０１が動作可能であるが、本開示は、これらの実装に制限すべきでは
ない。携帯電話として図示されているが、ＵＡ１０１は、無線ハンドセット、ポケットベ
ル、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯用コンピュータ、タブレットコンピュータ、またはラ
ップトップコンピュータを含む、種々の形態を成してもよい。多くの好適なデバイスは、
これらの機能のうちのいくつかまたは全てを組み合わせる。本開示のいくつかの実施形態
では、ＵＡ１０１は、携帯用、ラップトップ、またはタブレットコンピュータのような汎
用コンピュータデバイスではなく、むしろ、携帯電話、無線ハンドセット、ポケットベル
、ＰＤＡ、または車載デバイス等の特殊用途通信デバイスである。別の実施形態では、Ｕ
Ａ１０１は、携帯用、ラップトップ、または他のコンピュータデバイスであってもよい。
ＵＡ１０１は、ゲーム、在庫管理、ジョブ制御、および／またはタスク管理機能等の、特
殊活動をサポートしてもよい。
【００４１】
　ＵＡ１０１は、ディスプレイ６０２を含む。ＵＡ１０１はまた、ユーザによる入力のた
めに、概して６０４と呼ばれる、タッチセンサ式表面、キーボード、または他の入力キー
も含む。キーボードは、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、ＡＺＥＲＴＹ、および逐次タイプ
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等の、完全または縮小英数キーボード、または電話キーパッドと関連するアルファベット
文字を伴う従来の数字キーパッドであってもよい。入力キーは、さらなる入力機能を提供
するように内向きに押下されてもよい、トラックホイール、終了またはエスケープキー、
トラックボール、および他のナビゲーションまたは機能キーを含んでもよい。ＵＡ１０１
は、ユーザが選択するためのオプション、ユーザが作動させるための制御、および／また
はユーザが指図するためのカーソルあるいは他の指標を提示してもよい。
【００４２】
　ＵＡ１０１はさらに、ダイヤルする番号、またはＵＡ１０１の動作を構成するための種
々のパラメータ値を含む、ユーザからのデータ入力を受け取ってもよい。ＵＡ１０１はさ
らに、ユーザコマンドに応じて、１つ以上のソフトウェアまたはファームウェアアプリケ
ーションを実行してもよい。これらのアプリケーションは、ユーザ対話に反応して種々の
カスタマイズされた機能を果たすようにＵＡ１０１を構成してもよい。加えて、ＵＡ１０
１は、例えば、無線基地局、無線アクセスポイント、またはピアＵＡ１０１から、無線で
プログラムおよび／または構成されてもよい。
【００４３】
　ＵＡ１０１によって実行可能な種々のアプリケーションの中には、ディスプレイ６０２
がウェブページを表示することを可能にするウェブブラウザがある。ウェブページは、無
線ネットワークアクセスノード、携帯電話の基地局、ピアＵＡ１０１、または任意の他の
無線通信ネットワークあるいはシステム６００との無線通信を介して、取得されてもよい
。ネットワーク６００は、インターネット等の有線ネットワーク６０８に連結される。無
線リンクおよび有線ネットワークを介して、ＵＡ１０１は、サーバ６１０等の種々のサー
バ上の情報にアクセスできる。サーバ６１０は、ディスプレイ６０２上に示されてもよい
コンテンツを提供してもよい。代替として、ＵＡ１０１は、リレー型またはホップ型の接
続で、仲介の役割を果たすピアＵＡ１０１を通してネットワーク６００にアクセスしても
よい。
【００４４】
　図７は、ＵＡ１０１のブロック図を示す。ＵＡ１０１の種々の既知の構成要素が描写さ
れているが、実施形態では、記載された構成要素および／または記載されていない付加的
な構成要素の一部が、ＵＡ１０１に含まれてもよい。ＵＡ１０１は、デジタル信号プロセ
ッサ（ＤＳＰ）７０２と、メモリ７０４とを含む。示されるように、ＵＡ１０１はさらに
、アンテナおよびフロントエンドユニット７０６と、無線周波数（ＲＦ）送受信機７０８
と、アナログベースバンド処理ユニット７１０と、マイクロホン７１２と、イヤホンスピ
ーカ７１４と、ヘッドセットポート７１６と、入力／出力インターフェース７１８と、可
撤性メモリカード７２０と、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート７２２と、短距
離無線通信サブシステム７２４と、アラート７２６と、キーパッド７２８と、タッチセン
サ式表面を含んでもよい液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）７３０と、ＬＣＤコントローラ７３
２と、電荷結合素子（ＣＣＤ）カメラ７３４と、カメラコントローラ７３６と、グローバ
ルポジショニングシステム（ＧＰＳ）センサ７３８とを含んでもよい。実施形態では、Ｕ
Ａ１０１は、タッチセンサ式画面を提供しない、別の種類のディスプレイを含んでもよい
。実施形態では、ＤＳＰ７０２は、入力／出力インターフェース７１８を通過せずに、メ
モリ７０４と直接通信してもよい。
【００４５】
　ＤＳＰ７０２または何らかの他の形態のコントローラあるいは中央処理ユニットは、メ
モリ７０４に記憶された、またはＤＳＰ７０２自体内に含有されるメモリに記憶された、
組み込みソフトウェアまたはファームウェアに従って、ＵＡ１０１の種々の構成要素を制
御するように動作する。組み込みソフトウェアまたはファームウェアに加えて、ＤＳＰ７
０２は、メモリ７０４に記憶された、または、可撤性メモリカード７２０のような携帯用
データ記憶媒体等の情報担体媒体を介して、あるいは有線または無線ネットワーク通信を
介して利用可能となった、他のアプリケーションを実行してもよい。アプリケーションソ
フトウェアは、所望の機能性を提供するようにＤＳＰ７０２を構成する、コンパイルされ
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た一式の機械可読命令を備えてもよく、または、アプリケーションソフトウェアは、ＤＳ
Ｐ７０２を間接的に構成するようにインタープリタまたはコンパイラによって処理される
、高次ソフトウェア命令であってもよい。
【００４６】
　アンテナおよびフロントエンドユニット７０６は、無線信号と電気信号との間で変換す
るように提供されてもよく、ＵＡ１０１が、セルラーネットワークまたは何らかの他の利
用可能な無線通信ネットワークから、あるいはピアＵＡ１０１から、情報を送受信するこ
とを可能にする。実施形態では、アンテナおよびフロントエンドユニット７０６は、ビー
ム形成および／または多重入出力（ＭＩＭＯ）動作を支援するように、複数のアンテナを
含んでもよい。当業者に公知であるように、ＭＩＭＯ動作は、困難なチャネル条件を克服
し、および／またはチャネルスループットを増加させるために使用することができる、空
間的多様性を提供してもよい。アンテナおよびフロントエンドユニット７０６は、アンテ
ナ同調および／またはインピーダンス整合構成要素、ＲＦ電力増幅器、および／または低
雑音増幅器を含んでもよい。
【００４７】
　ＲＦ送受信機７０８は、周波数偏移を提供し、受信したＲＦ信号をベースバンドに変換
し、ベースバンド伝送信号をＲＦに変換する。いくつかの説明では、無線送受信機または
ＲＦ送受信機は、変調／復調、符号化／復号、インターリービング／デインターリービン
グ、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、周
期的接頭辞添付／除去、および他の信号処理機能等の、他の信号処理機能性を含むと理解
されてもよい。簡単にする目的で、ここでの説明は、ＲＦおよび／または無線段階から、
この信号処理の説明を分離し、その信号処理を、アナログベースバンド処理ユニット７１
０および／またはＤＳＰ７０２あるいは他の中央処理ユニットに概念的に割り当てる。い
くつかの実施形態では、ＲＦ送受信機７０８、アンテナおよびフロントエンド７０６の複
数部分、およびアナログベースバンド処理ユニット７１０が、１つ以上の処理ユニットお
よび／または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）に組み入れられてもよい。
【００４８】
　アナログベースバンド処理ユニット７１０は、入力および出力の種々のアナログ処理、
例えば、マイクロホン７１２およびヘッドセット７１６からの入力、ならびにイヤホン７
１４およびヘッドセット７１６への出力のアナログ処理を提供してもよい。そのためには
、アナログベースバンド処理ユニット７１０は、ＵＡ１０１が携帯電話として使用される
ことを可能にする、内蔵マイクロホン７１２およびイヤホンスピーカ７１４に接続するた
めのポートを有してもよい。アナログベースバンド処理ユニット７１０はさらに、ヘッド
セットまたは他のハンズフリーマイクロホンおよびスピーカ構成に接続するためのポート
を含んでもよい。アナログベースバンド処理ユニット７１０は、１つの信号方向にデジタ
ル・アナログ変換を、反対の信号方向にアナログ・デジタル変換を提供してもよい。いく
つかの実施形態では、アナログベースバンド処理ユニット７１０の機能性の少なくとも一
部が、デジタル処理構成要素によって、例えば、ＤＳＰ７０２によって、または他の中央
処理ユニットによって提供されてもよい。
【００４９】
　ＤＳＰ７０２は、変調／復調、符号化／復号、インターリービング／デインターリービ
ング、拡散／逆拡散、逆高速フーリエ変換（ＩＦＦＴ）／高速フーリエ変換（ＦＦＴ）、
周期的接頭辞添付／除去、および無線通信と関連する他の信号処理機能を行ってもよい。
実施形態では、例えば、符号分割多重アクセス（ＣＤＭＡ）技術用途で、伝送器機能のた
めに、ＤＳＰ７０２は、変調、符号化、インターリービング、および拡散を行ってもよく
、受信機機能のために、ＤＳＰ７０２は、逆拡散、デインターリービング、復号、および
復調を行ってもよい。別の実施形態では、例えば、直交周波数分割多重アクセス（ＯＦＤ
ＭＡ）技術用途で、伝送器機能のために、ＤＳＰ７０２は、変調、符号化、インターリー
ビング、逆高速フーリエ変換、および周期的接頭辞添付を行ってもよく、受信機機能のた
めに、ＤＳＰ７０２は、周期的接頭辞除去、高速フーリエ変換、デインターリービング、
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復号、および復調を行ってもよい。他の無線技術用途では、さらに他の信号処理機能、お
よび信号処理機能の組み合わせが、ＤＳＰ７０２によって行われてもよい。
【００５０】
　ＤＳＰ７０２は、アナログベースバンド処理ユニット７１０を介して無線ネットワーク
と通信してもよい。いくつかの実施形態では、通信は、インターネット接続を提供しても
よく、ユーザがインターネット上のコンテンツへのアクセスを獲得することと、Ｅメール
およびテキストメッセージを送受信することとを可能にする。入力／出力インターフェー
ス７１８は、ＤＳＰ７０２ならびに種々のメモリおよびインターフェースを相互接続する
。メモリ７０４および可撤性メモリカード７２０は、ソフトウェアおよびデータを提供し
て、ＤＳＰ７０２の動作を構成してもよい。インターフェースの中には、ＵＳＢインター
フェース７２２および短距離無線通信サブシステム７２４があってもよい。ＵＳＢインタ
ーフェース５２２は、ＵＡ１０１を充電するために使用されてもよく、また、ＵＡ１０１
が周辺デバイスとして機能し、パーソナルコンピュータまたは他のコンピュータシステム
と情報を交換することを可能にしてもよい。短距離無線通信サブシステム７２４は、赤外
線ポート、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈインターフェース、ＩＥＥＥ　８０２．１１準拠無線イン
ターフェース、または、ＵＡ１０１が他の近くのＵＡおよび／または無線基地局と無線通
信することを可能にしてもよい、任意の他の短距離無線通信サブシステムを含んでもよい
。
【００５１】
　入力／出力インターフェース７１８はさらに、誘起されると、例えば、ベルを鳴らす、
メロディを再生する、または振動することによって、ＵＡ１０１にユーザへ通知を提供さ
せる、アラート７２６にＤＳＰ７０２を接続してもよい。アラート７２６は、無音で振動
することによって、または特定の架電者に対して特定の事前に割り当てられたメロディを
再生することによって、着信電話、新しいテキストメッセージ、および予約のリマインダ
等の種々の事象のうちのいずれかをユーザに警告するための機構としての機能を果たして
もよい。
【００５２】
　キーパッド７２８は、インターフェース７１８を介してＤＳＰ７０２に連結し、ユーザ
が選択を行う、情報を入力する、あるいはＵＡ１０１に入力を提供するための１つの機構
を提供する。キーボード７２８は、ＱＷＥＲＴＹ、Ｄｖｏｒａｋ、ＡＺＥＲＴＹ、および
逐次タイプ等の、完全または縮小英数字キーボード、または電話キーパッドと関連するア
ルファベット文字を伴う従来の数字キーパッドであってもよい。入力キーは、さらなる入
力機能を提供するように内向きに押下されてもよい、トラックホイール、終了またはエス
ケープキー、トラックボール、および他のナビゲーションまたは機能キーを含んでもよい
。別の入力機構は、タッチスクリーン能力を含み、また、ユーザにテキストおよび／また
はグラフィックを表示してもよい、ＬＣＤ７３０であってもよい。ＬＣＤコントローラ７
３２は、ＤＳＰ７０２をＬＣＤ７３０に連結する。
【００５３】
　ＣＣＤカメラ７３４は、装備された場合、ＵＥ１０１がデジタル写真を撮ることを可能
にする。ＤＳＰ７０２は、カメラコントローラ７３６を介してＣＣＤカメラ７３４と通信
する。別の実施形態では、電荷結合素子カメラ以外の技術に従って動作するカメラが採用
されてもよい。ＧＰＳセンサ７３８は、グローバルポジショニングシステム信号を復号す
るようにＤＳＰ７０２に連結され、それにより、ＵＡ１０１がその位置を判定することを
可能にする。種々の他の周辺機器もまた、付加的な機能、例えば、ラジオおよびテレビ受
信を提供するように含まれてもよい。
【００５４】
　図８は、ＤＳＰ７０２によって実装されてもよい、ソフトウェア環境８０２を図示する
。ＤＳＰ７０２は、そこからソフトウェアの他の部分が動作するプラットフォームを提供
する、オペレーティングシステムドライバ８０４を実行する。オペレーティングシステム
ドライバ８０４は、アプリケーションソフトウェアにアクセス可能である標準化インター
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フェースを伴うＵＡのハードウェアに対するドライバを提供する。オペレーティングシス
テムドライバ８０４は、ＵＡ１０１上で作動するアプリケーションの間で制御を転送する
、アプリケーション管理サービス（「ＡＭＳ」）８０６を含む。図８には、ウェブブラウ
ザアプリケーション８０８、メディアプレーヤアプリケーション８１０、およびＪａｖａ
（登録商標）アプレット８１２も示されている。ウェブブラウザアプリケーション８０８
は、ウェブブラウザとして動作するようにＵＡ１０１を構成し、ユーザがフォームに情報
を入力し、ウェブページを検索および閲覧するようにリンクを選択することを可能にする
。メディアプレーヤアプリケーション８１０は、音声または視聴覚媒体を読み出し、再生
するようにＵＡ１０１を構成する。Ｊａｖａ（登録商標）アプレット８１２は、ゲーム、
ユーティリティ、および他の機能性を提供するようにＵＡ１０１を構成する。構成要素８
１４は、本開示に関係する提供性を提供する場合がある。構成要素８１４は、アプリケー
ションレイヤにおいて示されているが、環境８０２またはＵＡ１０１内の他の場所内の種
々のレイヤにおいて提供される可能性もある。
【００５５】
　上記で説明されるＵＡ１０１および他の構成要素は、上記で説明される動作に関する命
令を実行することが可能である、処理構成要素を含む場合がある。図９は、本願に開示す
る１つ以上の実施形態を実装するのに適切な、処理構成要素１３１０を含むシステム１３
００の例を説明している。プロセッサ１３１０（中央プロセッサユニットまたはＣＰＵと
呼ばれてもよい）に加えて、システム１３００は、ネットワーク接続デバイス１３２０、
ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１３３０、読み出し専用メモリ（ＲＯＭ）１３４０、
２次記憶装置１３５０、入出力（Ｉ／Ｏ）デバイス１３６０を含む場合がある。場合によ
っては、これらの構成要素のうちのいくつかは、存在しなくてもよく、または、相互と、
あるいは示されていない他の構成要素と、種々の組み合わせで組み合わせられてもよい。
これらの構成要素は、単一の物理的実体に、または１つより多くの物理的実体に位置する
場合がある。プロセッサ１３１０によって取られるものとして本明細書で説明される、任
意の動作は、プロセッサ１３１０によって単独で、または、図面に示されている、あるい
は示されていない１つ以上の構成要素と併せて、プロセッサ１３１０によって取られる場
合がある。
【００５６】
　プロセッサ１３１０は、それがネットワーク接続デバイス１３２０、ＲＡＭ１３３０、
ＲＯＭ１３４０、または２次記憶装置１３５０（ハードディスク、フロッピー（登録商標
）ディスク、または光ディスク等の、種々のディスクベースのシステムを含む場合がある
）からアクセスする場合がある、命令、コード、コンピュータプログラム、またはスクリ
プトを実行する。１つだけのプロセッサ１３１０が示されているが、複数のプロセッサが
存在してもよい。したがって、命令は、プロセッサによって実行されるものとして論議さ
れてもよいが、命令は、同時に、連続的に、または別様に、１つまたは複数のプロセッサ
によって実行されてもよい。プロセッサ１３１０は、１つ以上のＣＰＵチップとして実装
されてもよい。
【００５７】
　ネットワーク接続デバイス１３２０は、モデム、モデムバンク、イーサネット（登録商
標）デバイス、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）インターフェースデバイス、シリア
ルインターフェース、トークンリングデバイス、光ファイバ分散データインターフェース
（ＦＤＤＩ）デバイス、無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイス、符号分
割多重アクセス（ＣＤＭＡ）デバイス、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケー
ションズ（ＧＳＭ）無線送受信機デバイス等の無線送受信機デバイス、マイクロ波アクセ
ス用の世界的相互運用性（ＷｉＭＡＸ）デバイス、および／またはネットワークに接続す
るための他の周知のデバイスの形態を成してもよい。これらのネットワーク接続デバイス
１３２０は、プロセッサ１３１０が情報を受信する場合がある、またはプロセッサ１３１
０が情報を出力する場合がある、インターネットまたは１つ以上の電気通信ネットワーク
、あるいは他のネットワークと、プロセッサ１３１０が通信することを可能にしてもよい
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。
【００５８】
　ネットワーク接続デバイス１３２０はまた、無線周波数信号またはマイクロ波周波数信
号等の電磁波の形態で、データを無線で伝送および／または受信することが可能な１つ以
上の送受信機構成要素１３２５も含む場合がある。代替として、データは、導電体の表面
の中または上、同軸ケーブルの中、導波管の中、光ファイバ等の光媒体の中、または他の
媒体の中で伝播してもよい。送受信機構成要素１３２５は、別個の受信および伝送ユニッ
ト、または単一の送受信機を含む場合がある。送受信機１３２５によって伝送または受信
される情報は、プロセッサ１３１０によって処理されたデータ、またはプロセッサ１３１
０によって実行される命令を含んでもよい。そのような情報は、例えば、コンピュータデ
ータベースバンド信号または搬送波で具現化された信号の形態で、ネットワークから受信
され、ネットワークに出力されてもよい。データは、データを処理または生成するか、あ
るいはデータを伝送または受信するために望ましくてもよいような異なる順序に従って、
順序付けられてもよい。ベースバンド信号、搬送波に組み込まれた信号、または、現在使
用されている、あるいは今後開発される他の種類の信号が、伝送媒体と呼ばれてもよく、
当業者に周知のいくつかの方法に従って生成されてもよい。
【００５９】
　ＲＡＭ１３３０は、揮発性データを記憶するために、および、おそらくプロセッサ１３
１０によって実行される命令を記憶するために、使用される場合がある。ＲＯＭ１３４０
は、典型的には２次記憶装置１３５０のメモリ容量よりも小さいメモリ容量を有する、不
揮発性メモリデバイスである。ＲＯＭ１３４０は、命令、およびおそらく命令の実行中に
読み出されるデータを記憶するために、使用される場合がある。ＲＡＭ１３３０およびＲ
ＯＭ１３４０の両方へのアクセスは、典型的には、２次記憶装置１３５０へのアクセスよ
りも速い。２次記憶装置１３５０は、典型的には、１つ以上のディスクドライブまたはテ
ープドライブから成り、ＲＡＭ１３３０が全作業データを保持するほど十分に大きくない
場合に、データの不揮発性記憶のために、またはオーバーフローデータ記憶デバイスとし
て使用される場合がある。２次記憶装置１３５０は、ＲＡＭ１３３０にロードされるプロ
グラムが実行のために選択されると、そのようなプログラムを記憶するために使用されて
もよい。
【００６０】
　Ｉ／Ｏデバイス１３６０は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、タッチスクリーンディスプ
レイ、キーボード、キーパッド、スイッチ、ダイヤル、マウス、トラックボール、音声認
識装置、カード読取装置、紙テープ読取装置、プリンタ、ビデオモニタ、または他の周知
の入力デバイスを含んでもよい。また、送受信機１３２５は、ネットワーク接続デバイス
１３２０の構成要素である代わりに、またはそれに加えて、Ｉ／Ｏデバイス１３６０の構
成要素と見なされる場合がある。Ｉ／Ｏデバイス１３６０のいくつかまたは全ては、ディ
スプレイ６０２および入力６０４等の、ＵＡ１０１の前述の図面に描写された種々の構成
要素と実質的に同様であってもよい。
以下は、本開示の代替の実施形態である。
【００６１】
　イントロダクション
　本書は、３ＧＰＰのＲＡＴ間ハンドオーバの場合の、非ＧＢＲの動的なＵＥ－ＡＭＢＲ
およびＡＰＮ－ＡＭＢＲの処理について記載する。
【００６２】
　説明
　ＳＡ２＃６５において、動的な（または使用された）各（ｐｅｒ）ＵＥ－ＡＭＢＲは、
ｅＮｏｄｅＢにおけるＵＥ　ＵＬおよびＤＬの非ＧＢＲの各実施について、合意されてい
る。使用されたＵＥ－ＡＭＢＲは、アクティブなＡＰＮのＡＰＮ－ＡＭＢＲの和を取り、
ＭＭＥによって更新されるものとする（ｅＮｏｄｅＢによって更新する場合もある）。Ｓ
Ａ２＃６５において、密度の高い（ｉｍｐａｃｔｅｄ）手順のいくつかへの変更が、各（
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ｐｅｒ）ＵＥ－ＡＭＢＲおよび各（ｐｅｒ）ＡＰＮ　ＡＭＢＲ［１］の両方を使用して、
非ＧＢＲのＱｏＳ実施と共に、使用されたＵＥ－ＡＭＢＲ処理のために、提案および合意
されている。しかしながら、３ＧＰＰアクセスのためのＡＭＢＲの更新に対するｅＵＴＲ
ＡＮハンドオーバの場合は定められていない。
【００６３】
　ケース１：ｅＵＴＲＡＮ内（ｅＮｏｄｅＢ内）ハンドオーバ
　ｅＵＴＲＡＮ内（またはｅＮｏｄｅＢ内）ハンドオーバについては、問題とならない。
ソースのｅＮｏｄｅＢは、Ｘ－２インターフェースを介して、ターゲットｅＮｏｄｅＢへ
とＵＥのＱｏＳ情報を送信可能である。ＵＥが、新しいＭＭＥへハンドオーバされる場合
も、同一のＭＭＥにとどまる場合も、ＭＭＥは、ＡＭＢＲ加入を有するＵＥのプロファイ
ル、および、使用された（または動的な）ＡＭＢＲ更新のためのアクティブなＡＰＮ情報
を有するものとする。
【００６４】
　ケース２：ｅＵＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバ
　ｅＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮのＲＡＴ間ハンドオーバの場合、ＵＥは、ｅ
ＮｏｄｅＢからＲＮＣまたはＢＳＣへ、およびＭＭＥからＳＧＳＮへ、ハンドオーバされ
る。ＵＴＲＡＮおよびＧＥＲＡＮはＡＭＢＲをサポートしないため、非ＧＢＲベアラでは
、ｒｅｌ．８のＡＭＢＲから、ｒｅｌ．７のＭＢＲへのＱｏＳのマッピングが必要である
。なお、ＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ　ＡＭＢＲの、２種類の定義されたＡＭＢＲが存在
するため、ｅＵＴＲＡＮで使用されたデフォルトＡＰＮのＡＰＮ－ＡＭＢＲは、ＵＴＲＡ
Ｎ／ＧＥＲＡＮで使用されたＭＢＲにマッピングされる。ＡＭＢＲは、デフォルトＡＰＮ
に接続する全てのアクティブな非ＧＢＲの、合計ビットレートであるため、マッピングさ
れたＭＢＲは、ＭＢＲ＝ＡＰＮ－ＡＭＢＲ／Ｎに設定される、または、種々の値＝ＡＰＮ
－ＡＭＢＲである、ＭＢＲの和にすることもでき、ここで、Ｎは、デフォルトＡＰＮに接
続するアクティブな非ＧＢＲである。なお、ソースｅＵＴＲＡＮは、ハンドオーバ前に複
数のＰＤＮに接続してもよい。ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮでは、複数ＰＤＮ接続
［３］のみをサポートし、デフォルトＡＰＮへの接続のみが、ハンドオーバの間に、ＵＴ
ＲＡＮ／ＧＥＲＡＮに接続されるものとする。
【００６５】
　提案１：ｅＵＴＲＡＮにおける、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮのＲＡＴ間ハンドオーバへの
ＡＭＢＲのマッピング。接続されるアクティブなＡＰＮのそれぞれについて、ターゲット
ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮで使用されたアクティブな非ＧＢＲのそれぞれのＭＢＲが、ＭＢ
Ｒ＝使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲ／Ｎ、またはＭＢＲの和に設定されるものとし、種々の
値＝使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲであり、Ｎは、ＡＰＮのためのアクティブな非ＧＢＲで
あり、使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲは、アクティブなＡＰＮのための、加入ＡＰＮ－ＡＭ
ＢＲまたは修正ＡＰＮ－ＡＭＢＲにすることができる。
【００６６】
　提案２：ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮが、ｅＵＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡ
ＮのＲＡＴ間ハンドオーバ事前作成において、複数のＰＤＮ接続をサポートしない場合、
デフォルトＡＰＮのためのＱｏＳマッピングのみが実行され、デフォルトＡＰＮへの接続
のみが、ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮへ接続されるものとする。
【００６７】
　ケース３：ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからｅＵＴＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバ：ＵＴ
ＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからｅＵＴＲＡＮハンドオーバへの場合、ＵＥは、ＲＮＣまたはＢＳ
Ｃ、およびＳＧＳＮからｅノードＢへとハンドオーバされるものとする。なお、接続され
た各アクティブなＡＰＮにおいて、ｅＵＴＲＡＮは、非ＧＢＲのＱｏＳ実施のために、Ｕ
Ｅ　ＡＭＢＲおよび関連付けられたＡＰＮ－ＡＭＢＲの両方が必要である。各アクティブ
なＡＰＮのＡＰＮ－ＡＭＢＲ＝ＡＰＮのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和、およびＵＥ
－ＡＭＢＲ＝ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ内の全てのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和に従
って、これらの２種類のＡＭＢＲは、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからｅＵＴＲＡＮへのＲＡ
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Ｔ間ハンドオーバ作成フェーズへの間で設定可能である。ハンドオーバ実行フェーズでは
、ＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲは、（位置／トラッキング領域の更新による）
ＨＳＳのアクセスから、更新されるものとする。
【００６８】
　提案３：ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからｅＵＴＲＡＮへの、ＲＡＴ間ハンドオーバのＡＭ
ＢＲマッピング。ＲＡＴ間ハンドオーバ作成フェーズの間に、ターゲットｅＵＴＲＡＮに
よって使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲおよびＵＥ－ＡＭＢＲは、各アクティブなＡＰＮのＡ
ＰＮ－ＡＭＢＲ＝そのＡＰＮ内のアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和、およびＵＥ－ＡＭ
ＢＲ＝ソースＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ内の全てのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和に従
って、設定される。ＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲはｅＮｏｄｅＢによって使用
され、ＰＤＮ　ＧＷは、ハンドオーバ実行フェーズ内のＨＳＳのアクセスから、加入ＵＥ
－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲに基づいて、ＭＭＥ（またはｅＮｏｄｅＢまたはいく
つかの他のＮＥ）によって更新されるものとする。
【００６９】
　ＡＭＢＲ処理のための３ＧＰＰアクセスＩ－ＲＡＴハンドオーバ手順の実施。提案４：
非ＧＢＲのＡＭＢＲ処理のための３ＧＰＰアクセスＲＡＴ間ハンドオーバ手順の実施。提
案１－３をサポートするには、３ＧＰＰアクセスｅＵＴＲＡＮ　Ｉ－ＲＡＴハンドオーバ
の手順を、拡張するものとする。
【００７０】
　手順１．ＥＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮへのハンドオーバ作成
【００７１】

【表１】

　ステップ３：
ソースＭＭＥは、ＥＰＳベアラを、ＰＤＰコンテクストに１対１でマッピングし、付録Ｅ
に定義するように、ＥＰＳベアラのＥＰＳ　ＱｏＳパラメータ値を、ＰＤＰコンテクスト
のＰｒｅ－Ｒｅｌ－８　ＱｏＳパラメータ値にマッピングする。ＰＤＰコンテクストは、
優先順位の決定された順位で、つまり、最も重要なＰＤＰコンテクストを最初に送信する
ものとする。優先順位の決定方法は、実装に依存するが、現行のアクティビティに基づく
べきである。ターゲットＵＴＲＡＮで複数のＰＤＮ接続がサポートされている場合、各ア
クティブなＡＰＮについて、全てのベアラ接続が、ターゲットＵＴＲＡＮに接続される。
ＡＰＮ内のアクティブな非ＧＢＲベアラのそれぞれについて、ターゲットＳＧＳＮ／ター
ゲットＲＮＣ内で使用されたＭＢＲは、ＭＢＲ＝使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲ／Ｎに従っ
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て設定され（ここで、ＮはＡＰＮ内のアクティブな非ＧＢＲである）、または、ＭＢＲは
、ＭＢＲの和＝使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲとなり、使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲは、加
入ＡＰＮ－ＡＭＢＲまたはその修正値にすることができるように、異なる値を有すること
ができる。ターゲットＵＴＲＡＮで複数のＰＤＮ接続がサポートされていない場合、デフ
ォルトＡＰＮベアラ接続のみが、ターゲットＵＴＲＡＮに接続される。
【００７２】
　手順２：ＵＴＲＡＮ　ｌｕモードからＥ－ＵＴＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバ作成
【００７３】
【表２】

　ステップ３：
ターゲットＭＭＥは、ＰＤＰコンテクストを、ＥＰＳベアラに１対１でマッピングし、付
録Ｅで定義されているように、ＰＤＰコンテクストのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８ＱｏＳパラメー
タ値を、ＥＰＳベアラのＥＰＳ　ＱｏＳパラメータ値にマッピングする。ＭＭＥは、示さ
れる順序で、ＥＰＳベアラを確立する。ＭＭＥは、確立ができないＥＰＳベアラを解除す
る。ターゲットｅＮｏｄｅＢは、非ＧＢＲのＱｏＳの実施のために、ＵＥ－ＡＭＢＲおよ
びＡＰＮ－ＡＭＢＲの両方を必要とする。これらの２つのＡＭＢＲは、各アクティブなＡ
ＰＮのＡＰＮ－ＡＭＢＲ＝アクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和、およびＵＥ－ＡＭＢＲ＝
ソースＵＴＲＡＮ内の全てのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和に従って、設定される。
【００７４】
　ステップ５：
ターゲットＭＭＥは、メッセージハンドオーバ要求（ＵＥ識別子、原因、ＫｅＮＢ、可能
なＡＳインテグリティ保護および暗号化アルゴリズム、ＮＡＳインテグリティ保護および
暗号化アルゴリズム、セットアップリストとなるＥＰＳベアラ、ソースからターゲットへ
の透明コンテナ）を送信することにより、ベアラを確立するためにターゲットｅＮｏｄｅ
Ｂを要求する。ＮＡＳインテグリティ保護および暗号化アルゴリズム、ＫＳＩおよび主な
導出パラメータが、ＵＥに向けられる（ｔａｒｇｅｔｅｄ）。ターゲットｅＵＴＲＡＮに
接続される各ＡＰＮについて、メッセージは、さらに、使用されたＵＥ－ＡＭＢＲおよび
ＡＰＮ－ＡＭＢＲを含む、ＵＴＲＡＮからｅＵＴＲＡＮへのマッピングされたＱｏＳパラ
メータを含む。
【００７５】
　手順３：Ｅ－ＵＴＲＡＮからＧＥＲＡＮ　Ａ／ＧｂモードへのＲＡＴ間ハンドオーバ作
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【００７６】
【表３】

　ステップ３：
ソースＭＭＥは、ＥＰＳベアラを、ＰＤＰコンテクストに１対１でマッピングし、付録Ｅ
で定義されているように、ＥＰＳベアラのＥＰＳ　ＱｏＳパラメータ値を、ＰＤＰコンテ
クストのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８　ＱｏＳパラメータ値にマッピングする。ＰＤＰコンテクス
トは、優先順位の決定順に、つまり、最も重要なＰＤＰコンテクストを最初に送信する。
優先順位の決定方法は、実装に依存するが、現行のアクティビティに基づくべきである。
【００７７】
　複数のＰＤＮ接続が、各アクティブなＡＰＮについて、ターゲットＧＥＲＡＮ１でサポ
ートされている場合、全てのベアラ接続は、ターゲットＧＥＲＡＮに接続されるものとす
る。ＡＰＮ内のアクティブな非ＧＢＲベアラのそれぞれについて、ターゲットＳＧＳＮ／
ターゲットＲＮＣで使用されたＭＢＲは、ＭＢＲ＝使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲ／Ｎに従
って設定され（ここで、Ｎは、ＡＰＮ内のアクティブな非ＧＢＲである）、または、ＭＢ
Ｒは、ＭＢＲの和＝使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲになり、使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲを
、加入ＡＰＮ－ＡＭＢＲまたはその修正にすることができるように、異なる値を有するこ
とができる。ターゲットＧＥＲＡＮにおいて複数のＰＤＮ接続がサポートされていない場
合、デフォルトのＡＰＮベアラ接続のみが、ターゲットＧＥＲＡＮに接続されるものとす
る。
【００７８】
　手順４：ＧＥＲＡＮ　Ａ／ＧｂモードからＥ－ＵＴＲＡＮ　ＲＡＴ間へのハンドオーバ
作成
【００７９】
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【表４】

　ステップ３：
「直接転送フラグ」ＩＥは、ターゲット側へのデータの直接転送が、使用されるかどうか
を示す。このフラグは、ソースＳＧＳＮによって設定される。ターゲットＭＭＥは、ＰＤ
Ｐコンテクストを、ＥＰＳベアラに１対１でマッピングし、付録Ｅに定義されているよう
に、ＰＤＰコンテクストのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８　ＱｏＳパラメータ値を、ＥＰＳベアラの
ＥＰＳ　ＱｏＳパラメータ値にマッピングする。ＭＭＥは、示されている順で、ＥＰＳベ
アラを確立する。ＭＭＥは、確立できないＥＰＳベアラを解除する。ターゲットｅＮｏｄ
ｅＢは、非ＧＢＲのＱｏＳの実施のために、ＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲの両
方を必要とする。これらの２つのＡＭＢＲは、各アクティブなＡＰＮのＡＰＮ－ＡＭＢＲ
＝アクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和、およびＵＥ－ＡＭＢＲ＝ソースＧＥＲＡＮ内の全
てのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和に従って、設定されるものとする。
【００８０】
　ステップ５：
ターゲットＭＭＥは、メッセージハンドオーバ要求（ＵＥ識別子、原因、インテグリティ
保護情報（つまり、ＩＫおよび可能なインテグリティ保護アルゴリズム）、暗号化情報（
つまり、ＣＫおよび可能な暗号化アルゴリズム）、セットアップリストとなるＥＰＳベア
ラ、ソースからターゲットへの透明コンテナ）を送信することにより、ベアラを確立する
ために、ターゲットｅＮｏｄｅＢを要求する。ターゲットＭＭＥは、ＰＤＰコンテクスト
内のアクティビティステータスインジケータが、そのＰＤＰコンテクストのソース側には
アクティブなベアラが存在しないことを示す、リソースを要求しないものとする。確立す
ることを要求された各ＥＰＳベアラについて、「セットアップされるＥＰＳベアラ」ＩＥ
は、ＩＤ、ベアラパラメータ、トランスポートレイヤアドレス、およびＳ１トランスポー
ト関連付け等の情報を含むものとする。トランスポートレイヤアドレスは、ユーザデータ
のためのサービングＧＷアドレスであり、Ｓ１トランスポート関連付けは、アップリンク
トンネルエンドポイント識別子データに相当する。暗号およびインテグリティ保護鍵は、
ターゲットｅＮｏｄｅＢから、ターゲットからソースへのトランスポートコンテナ内のＵ
Ｅへ、透明に、および、ソースＢＳＳからＵＥへ、メッセージＰＳハンドオーバコマンド
において、送信される。これは、データ伝送が、新しいＡＫＡ（確認および鍵の合意）手
順を必要とせずに、新しいＲＡＴ／モードのターゲットセルで継続することを可能にする
。各ＡＰＮをターゲットｅＵＴＲＡＮに接続するために、メッセージは、さらに、使用さ
れたＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲを含む、ＧＥＲＡＮからｅＵＴＲＡＮへマッ
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ピングされたＱｏＳパラメータを含む。
【００８１】
　仕様におけるＱｏＳマッピング標準の実施
　付録Ｅ（基準）：ＥＰＳおよびｐｒｅ－Ｒｅｌ－８ＱｏＳパラメータの間のマッピング
　この付録は、Ｅ－ＵＴＲＡＮおよびＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮの間でハンドオーバを実行
する手順がトリガされる前に、ＰＤＰのコンテクストのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８　ＱｏＳパラ
メータ値（ＥＰＳにアクセスするＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ）へ、または、この値から、Ｅ
ＰＳベアラ（ＥＰＳへのＥ－ＵＴＲＡＮアクセス）のＱｏＳパラメータ値をマッピングす
るべき方法を指定する。以下のマッピング規則を適用する。
【００８２】
　－ＥＰＳベアラおよびＰＤＰコンテクストの間に、１対１のマッピングが存在する。
「二重スタックＩＰｖ４／ＩＰｖ６ベアラ」の場合の、この原則の処理は、ＦＳＳである
。
【００８３】
　－ＥＰＳベアラのパラメータＡＲＰは、ｐｒｅ－Ｒｅｌ－８のベアラパラメータＡＲＰ
へ、または、ＡＲＰから、１対１でマッピングされる。
【００８４】
　なお、ＧＰＲＳのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８の同一のＵＥ／ＰＤＮ接続において、システムは
、異なるＡＲＰ値を有する２つ以上のＰＤＰコンテクストを有することを期待しない。こ
れは、ＥＰＳでは異なる。不一致／誤差を生じさせる、または、ＡＲＰのための特定のマ
ッピング規則が必要であるかどうかは、ＦＦＳによる。
【００８５】
　－ＧＢＲ　ＥＰＳベアラのＥＰＳベアラパラメータ、ＧＢＲおよびＭＢＲは、トラフィ
ッククラス「会話型」または「ストリーミング」に関連付けられたＰＤＰコンテクストの
ｐｒｅ－Ｒｅｌ－８　ベアラパラメータＧＢＲおよびＭＢＲへ、またはこれらから、１対
１でマッピングされる。
ＧＢＲ　ＥＰＳベアラの間のＧＢＲ、およびＭＢＲのマッピングの詳細、および会話型／
ストリーミングのＰＤＰコンテクストを、ステージ３の仕様に示す。
【００８６】
　－Ｅ－ＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮへのハンドオーバにおいて、トラフィッ
ククラス「対話型」または「バックグラウンド」に関連付けられたＰＤＰコンテクストの
ｐｒｅ－Ｒｅｌ－８　ベアラパラメータＭＢＲは、ＭＭＥオペレータポリシーに基づいて
、設定される。
【００８７】
　ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ内のＡＭＢＲの概念を適用するために、各アクティブなＡＰＮ
について、あるこうしたポリシーは、ＥＰＳベアラパラメータの使用されたＡＰＮ－ＡＭ
ＢＲの値を超えないように、これらのＭＢＲの和を設定することにしてもよい。ハンドオ
ーバがＭ－ＰＤＮ接続に関与し、ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮがＭ－ＰＤＮ接続を
サポートしない場合、デフォルトＡＰＮへの接続のみが、ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲ
ＡＮに接続されるものとし、デフォルトＡＰＮの使用されたＡＰＮ＿ＡＭＢＲのみを、Ｍ
ＢＲに変換する必要がある。
【００８８】
　トラフィッククラス「対話型」または「バックグラウンド」に関連付けられたＰＤＰコ
ンテクストのＭＢＲが、Ｅ－ＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮへと再びハンドオー
バされる場合、確実に、それらの以前の値に回復されるように、あるこうしたポリシーは
、ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮから、トラフィッククラス「ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ」または
「ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ」に関連付けられたＰＤＰコンテクストのＥ－ＵＴＲＡＮ　ｐｒ
ｅ－Ｒｅｌ－８ベアラパラメータＭＢＲへのハンドオーバにおいて、ＭＭＥを回復させる
ことにしてもよい。
【００８９】



(30) JP 4914951 B2 2012.4.11

10

20

30

40

　ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからＥ－ＵＴＲＡＮへのハンドオーバにおいて、相当するＡＰ
Ｎに対するＥＰＳ加入ＱｏＳプロファイルからのＡＭＢＲが、優先されるものとする。ｐ
ｒｅ－Ｒｅｌ８　ＳＧＳＮからのハンドオーバの場合、および、ＭＭＥが、ＵＥのための
加入ＡＭＢＲ値を有さない場合、ＭＭＥは、ＭＭＥがＥＰＳ加入ＡＭＢＲを得るまで、ロ
ーカルＵＥ－ＡＭＢＲおよびローカルＡＰＮ－ＡＭＢＲ（Ｍ－ＰＤＮ接続ハンドオーバで
ある場合にはＡＰＮ－ＡＭＢＲ）を、ｅＮｏｄｅＢに、ローカルＡＰＮ－ＡＭＢＲを、サ
ービングＧＷおよびＰＤＮＧＷに、提供する。このローカルＵＥ－ＡＭＢＲは、例えば、
全てのアクティブなＡＰＮまたは内部設定上の全ての対話型／バックグラウンドのＰＤＰ
コンテクストのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８ベアラパラメータＭＢＲの合計に基づいてもよい。各
ローカルＡＰＮ－ＡＭＢＲは、例えば、そのアクティブなＡＰＮの全ての対話型／バック
グラウンドＰＤＰコンテクストのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８ベアラパラメータＭＢＲの合計また
は内部設定に基づいてもよい。ＭＭＥがＨＳＳから、加入ＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－
ＡＭＢＲ値を得る場合、使用されたＵＥ－ＡＭＢＲ（ＵＥ－ＡＭＢＲ＝ＭＩＮ（加入ＵＥ
－ＡＭＢＲ、全てのアクティブなＡＰＮのＡＰＮ－ＡＭＢＲの和）を計算し、使用された
ＵＥ－ＡＭＢＲが、加入ＵＥ－ＡＭＢＲよりも小さい場合には、使用されたＡＰＮ－ＡＭ
ＢＲを設定する。こうして、これらの値を、ローカルＡＭＢＲと、および、ローカルＡＭ
ＢＲのうちのいずれかが相当する加入（または使用）ＡＭＢＲとは異なるかどうかを比較
し、ＭＭＥは、使用されたＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲ（または使用されたＡ
ＰＮ－ＡＭＢＲ）をｅＮｏｄｅＢに通知し、加入ＡＰＮ－ＡＭＢＲ（または使用ＡＰＮ－
ＡＭＢＲ）をサービングＧＷおよびＰＤＮＧＷに通知するために、ＨＳＳで開始された加
入ＱｏＳ修正手順を開始する。
【００９０】
　Ｒｅｌ８　ＳＧＳＮからのハンドオーバの場合のＡＭＢＲの処理は、ＦＦＳである。
【００９１】
　－ＥＰＳベアラパラメータＱＣＩの標準化された値が、表Ｅ－１に示されるように、ｐ
ｒｅ－Ｒｅｌ－８パラメータのトラフィッククラス、トラフィック処理優先度、信号処理
指示、およびソース統計記述子の値へ、または値から、１対１でマッピングされる。
【００９２】
　－Ｅ－ＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮへのハンドオーバにおいて、ｐｒｅ－Ｒ
ｅｌ－８パラメータ伝送遅延およびＳＤＵエラー率の値の設定を、それぞれ、相当するＱ
ＣＩのパケット遅延バジェットおよびパケット喪失レートから導出するべきである。ＵＴ
ＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからＥ－ＵＴＲＡＮへのハンドオーバでは、ｐｒｅ－Ｒｅｌ－８パラ
メータ伝送遅延およびＳＤＵエラー率の値を無視すべきである。
【００９３】
　－他の全てのｐｒｅ－Ｒｅｌ－８　ＱｏＳの値の設定は、ＭＭＥで事前構成されるオペ
レータポリシーに基づく。
【００９４】
　表Ｅ－１：標準化されたＱＣＩおよびｐｒｅ－Ｒｅｌ－８　ＱｏＳパラメータ値の間の
マッピング
【００９５】
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【表５】

　ＱＣＩ４のマッピングはＦＦＳである。
【００９６】
　まとめおよび概要
　－ｅＵＴＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮへのＲＡＴ間ハンドオーバのＡＭＢＲマッ
ピング。
【００９７】
　接続されたアクティブなＡＰＮのそれぞれについて、ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡ
Ｎ内で使用されたアクティブな非ＧＢＲのそれぞれのＭＢＲが、ＭＢＲ＝使用されたＡＰ
Ｎ－ＡＭＢＲ／Ｎまたは種々の値を有するＭＢＲの和＝使用されたＡＰＮ－ＡＭＢＲに設
定されるものとし、ここで、Ｎは、ＡＰＮに対するアクティブな非ＧＢＲであり、使用さ
れたＡＰＮ－ＡＭＢＲを、加入ＡＰＮ－ＡＭＢＲまたはアクティブなＡＰＮに対する修正
されたＡＰＮ－ＡＭＢＲにすることができる。
【００９８】
　－提案２：ｅＵＲＡＮからＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ　ＲＡＴ間ハンドオーバ作成におい
て、ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮが、複数のＰＤＮ接続をサポートしない場合。
【００９９】
　デフォルトＡＰＮに対するＱｏＳマッピングのみが実施され、デフォルトＡＰＮへの接
続のみが、ターゲットＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮに接続されるものとする。
【０１００】
　－提案３：ＵＴＲＡＮ／ＧＥＲＡＮからｅＵＴＲＡＮへの、ＲＡＴ間ハンドオーバのた
めのＡＭＢＲマッピング。
【０１０１】
　ＲＡＴ間ハンドオーバ作成フェーズの間、ターゲットｅＵＴＲＡＮによって使用された
ＡＰＮ－ＡＭＢＲおよびＵＥ－ＡＭＢＲは、各アクティブなＡＰＮのＡＰＮ－ＡＭＢＲ＝
そのＡＰＮ内のアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和、およびＵＥ－ＡＭＢＲ＝ソースＵＴ
ＲＡＮ／ＧＥＲＡＮ内の全てのアクティブな非ＧＢＲのＭＢＲの和に従って、設定される
ものとする。ＵＥ－ＡＭＢＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲはｅＮｏｄｅＢによって使用され、
ＰＤＮ　ＧＷは、ハンドオーバ実行フェーズのＨＳＳのアクセスから、加入ＵＥ－ＡＭＢ
ＲおよびＡＰＮ－ＡＭＢＲに基づいて、ＭＭＥ（またはｅＮｏｄｅＢまたはいくつかの他
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【０１０２】
　－提案４：非ＧＢＲ　ＡＭＢＲ処理のための、３ＧＰＰアクセスのＲＡＴ間ハンドオー
バ手順実施。
【０１０３】
　提案１－３をサポートするために、３ＧＰＰアクセスｅＵＴＲＡＮ　Ｉ－ＲＡＴハンド
オーバのための手順が、実施される。
以下の第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）技術仕様（ＴＳ）、ＴＳ３６
．３２１、ＴＳ３６．３３１、ＴＳ３６．３００、ＴＳ２３．４０１、ＴＳ２３．４０２
、Ｓ２－０８４３５０、およびＴＳ２３．２３６．３ＧＰＰ　Ｓ２－０８４３５０、各（
ｐｅｒ）ＵＥ　ＡＭＢＲ、２００８－５、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．４０１　ｖ８．１．０、
２００８－３、３ＧＰＰ　ＴＳ２３．２３６複数のＣＮノードへのＲＡＮノードのドメイ
ン内接続、ｖ７．０．０　２００６－１２は、参照することにより、本明細書に組み込ま
れる。
【０１０４】
　いくつかの実施形態を本開示で提供したが、開示されたシステムおよび方法は、本開示
の精神または範囲から逸脱することなく、多くの他の具体的形態で具現化されてもよいこ
とを理解されたい。本実施例は、制限的ではなく例証的と見なされるものであり、本明細
書で与えられる詳細に制限されることを意図するものではない。例えば、種々の要素また
は構成要素が組み合わされるか、または別のシステムに統合されてもよく、または、ある
特徴が省略されるか、あるいは実装されなくてもよい。
【０１０５】
　また、個別または別個のものとして種々の実施形態で説明および例証される、技術、シ
ステム、サブシステム、および方法は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のシステ
ム、モジュール、技術、または方法と組み合わされるか、あるいは統合されてもよい。相
互に連結される、または直接連結される、あるいは通信するものとして示される、または
論議される他の項目は、電気的であろうと、機械的であろうと、または別の方法であろう
と、何らかのインターフェース、デバイス、または中間構成要素を通して、間接的に連結
されるか、または通信してもよい。変更、置換、および改変の他の実施例が、当業者によ
って究明可能であり、本明細書で開示される精神および範囲から逸脱することなく行うこ
とができる。
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